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ジ
ョ
ン
万
次
郎 

　
　 

く
ろ
し
お
社
中 

　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン 

ジ
ョ
ン
万
次
郎 

　
　 

く
ろ
し
お
社
中 

　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
龍
馬
伝
』
に

合
わ
せ
、県
内
４
ヶ
所
で
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
海
の
駅
を
改
装
し
、オ
ー
プ
ン
し
た

土
佐
清
水
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場「
ジ

ョ
ン
万
次
郎
く
ろ
し
お
社
中
」
で
は
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
鏡
割
り
で
開
幕
を

祝
い
ま
し
た
。 

　
龍
馬
伝
の
主
題
歌
が
流
れ
る
中
、実

際
に
龍
馬
役
の
福
山
さ
ん
が
着
用
し

た
衣
装
を
は
じ
め
、万
次
郎
に
関
す
る

貴
重
な
資
料
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
放
映
の
始
ま
っ
た
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、

龍
馬
や
弥
太
郎
が
話
題
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
が
、訪
れ
た
市
民
の
方
や
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
は
、幕
末
の
人
の
動
き
、

時
代
の
流
れ
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
い
う
人
物
を
あ

ら
た
め
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、関
心
を

深
め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
と
同
じ
土
佐
清
水
市
出
身

の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
。 

　
彼
の
人
物
像
や
彼
の
残
し
た
偉
大

な
業
績
は
す
べ
て
憶
測
で
は
な
く
実

際
の
も
の
で
あ
り
、誇
る
べ
き
郷
土
の

偉
人
で
す
。 

　
ジ
ョ
ン
万
次
郎
く
ろ
し
お
社
中
内

に
は
、ジ
ョ
ン
万
次
郎
資
料
館
も
あ
り
、

龍
馬
伝
を
楽
し
み
な
が
ら
、一
歩
踏
み

込
ん
だ
幕
末
の
時
代
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
オ
ー
プ
ン
当
日
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

内
に
新
設
さ
れ
た
、レ
ス
ト
ラ
ン
コ
ー

ナ
ー「
潮
風
に
ふ
か
れ
て
」の
、新
鮮
な

地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
に
は
、大
勢
の
観
光

客
や
市
民
の
方
が
訪
れ
、
会
場
内
や
、

海
を
の
ぞ
む
テ
ラ
ス
に
は
多
く
の
み

な
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

★
土
佐
の
清
水
さ
ば
漁
師
漬
け
丼
セ
ッ
ト 

★
足
摺
フ
ラ
イ
・
魚
め
し
セ
ッ
ト 

★
カ
レ
ー
セ
ッ
ト 

　
Ａ
清
水
さ
ば
カ
レ
ー（
竜
田
揚
げ
付
） 

　
Ｂ
ヘ
ル
シ
ー
野
菜
カ
レ
ー 

（
万
次
郎
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ロ
ッ
ケ
付
） 

★
シ
ー
フ
ー
ド
グ
ラ
タ
ン
セ
ッ
ト 

（
バ
ケ
ッ
ト
付
） 

★
海
鮮
ピ
ザ
セ
ッ
ト 

★
パ
ス
タ
セ
ッ
ト 

　
Ａ
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ（
バ
ケ
ッ
ト
付
） 

　
Ｂ
ト
マ
ト
ソ
ー
ス（
バ
ケ
ッ
ト
付
） 

　
Ｃ
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ（
バ
ケ
ッ
ト
付
） 

 

※
メ
ニ
ュ
ー
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

大
　
人
　
　
１
５
０
０
円 

小
学
生
　
　
　
７
５
０
円 

小
学
生
以
下
　
３
５
０
円 

平日セットランチ（サラダバイキング付） 
２月より通常価格1,000円（+200円でワンドリンク） 

日
曜
・
祝
日
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ 

レストラン”潮風にふかれて” 
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新春のサニーロードを疾走 新春のサニーロードを疾走 新春のサニーロードを疾走 

　
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
放

映
を
契
機
と
し
て
、ジ
ョ
ン
万

次
郎
の
偉
業
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
ジ
ョ
ン
万
次
郎
生
家
復
元

実
行
委
員
会
で
は
、郷
土
の
偉

人
、ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
生
誕
地

や
生
い
立
ち
等
の
情
報
を
全

国
に
発
信
す
べ
く
、ジ
ョ
ン
万

次
郎
の
生
家
を
復
元
す
る
募

金
運
動
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。 

　
運
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、ジ
ョ
ン
万
次
郎
を
愛

す
る
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
復
元
に
際
し
、
作
業

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、下
記
ま

で
お
問
い
合
せ
、お
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。 

日
　
時 

会
　
場 

定
　
員 

平
成
22
年
２
月
13
日（
土
） 

13
時
30
分
〜
15
時
10
分 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
土
佐
清
水
市
寿
町
11-

９
） 

１
０
０
名 

「
同
じ
夢
で
結
ば
れ
た
　
龍
馬
と
万
次
郎
」 

　
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
　
学
芸
員
　
前
田
由
紀
枝 

「
ジ
ョ
ン
万
と
河
田
小
龍
」 

　
高
知
県
立
美
術
館
　
学
芸
員
　
河
村
章
代 

「
幕
末
の
国
学
者
・
鹿
持
雅
澄
と
そ
の
周
辺
の
人
び
と
」 

　
高
知
県
立
文
学
館
　
学
芸
員
　
森
　
香
奈
子 

郷
土
の
偉
人 

ジ
ョ
ン
万
生
家 

　
復
元
募
金
運
動 

幕
末
ゆ
め
道
場「
幕
末
維
新
の
土
佐
」 

女
子
小
学
5.6
年
生
の
部（
３
㎞
） 

 

優
勝 

山
本
紗
羅
さ
ん  

大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ 

 

女
子
中
学
の
部（
３
㎞
） 

 

優
勝 

武
内
　
祥
さ
ん  

三
原
中
学
校 

 

女
子
高
校
・
一
般
の
部（
５
㎞
） 

 
優
勝 

竹
村
杏
奈
さ
ん 

幡
多
農
業
高
校 

 
女
子
壮
年
の
部（
５
㎞
） 

 

優
勝 
笹
岡
克
代
子
さ
ん 

 

男
子
小
学
5.6
年
生
の
部（
３
㎞
） 

 

優
勝 

小
橋
優
太
く
ん  

大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ 

 

男
子
中
学
１
年
の
部（
３
㎞
） 

 

優
勝 

中
田
健
太
郎
く
ん 
大
月
中
学
校 

 

男
子
中
学
2.3
年
の
部（
５
㎞
） 

 

優
勝 

岡
添
大
樹
く
ん 

中
村
西
中
学
校 

 

男
子
壮
年
の
部（
５
㎞
） 

 

優
勝 

岩
波
道
信
さ
ん 

土
佐
清
水
市
役
所 

 

男
子
高
校
・
一
般
の
部（
10
㎞
） 

 

優
勝 

埜
々
下
啓
太
さ
ん 

宿
毛
工
業
高
校 

　
さ
る
、
１
月
17
日
、
第
43
回
足
摺
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
土
佐
清
水
市
の
新
春
を
飾
る
こ
の
レ

ー
ス
に
は
毎
年
、市
内
外
か
ら
多
く
の
皆

さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、今
年
は
300

名
（
オ
ー
プ
ン
参
加
含
む
）
近
い
ラ
ン
ナ

ー
が
新
春
の
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。 

　
３
㎞
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
、小
学
生
達

の
ま
っ
す
ぐ
に
前
を
見
る
眼
差
し
に
、勝

負
に
対
す
る
強
い
決
意
を
感
じ
、震
え
る

寒
さ
は
熱
気
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
よ
う

で
し
た
。 

　
各
コ
ー
ス
の
優
勝
者
は
、左
記
の
と
お

り
で
す
。 

〔振込口座等〕 
郵便局振込記号番号　　01620-8-124169 
四国銀行清水支店　　　普通　0412737 
高知銀行清水支店　　　普通　3004445 
高知信用金庫清水支店　普通　0069418 
幡多信用金庫清水支店　普通　0212670 
名義　ジョン万次郎生家復元実行委員会 
　　　会長　廣田　勝 

お問い合せ 
ジョン万次郎生家復元実行委員会事務局 

☎ 0880-82-0279　　担当　藤井 

（32：26） （17：05） （16：34） （10：21） （10：03） （25：34） （20：59） （11：05） （11：10） 



市の職員数と給与等の状況 市の職員数と給与等の状況 市の職員数と給与等の状況 
平成20年度 土佐清水市職員の給与水準は国の97.1％ 

440 

 

420 

 

400 

 

380 

 

360 

 

340 

 

320 

 

300

(人)

職員数は各年4月1日現在の事務分掌表による。 

年度 

歳出額 A 人件費 B 人件費率 B/A

9,883,439千円 2,217,633千円 22.44％ 

職員数 

平成11年 

平成12年 

平成13年 

平成14年 

平成15年 

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年 

平成20年 

平成21年 

424 

415 

407 

398 

389 

371 

357 

342 

332 

324 

315

区      分 対前年 

増減数 

職    員    数 

部      門 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

合　　　計 

一
般
行
政
職
部
門 

特
別
行
政
職 

部
　
門 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

議 会  

総 務  

税 務  

保 育 所  

民 生  

衛 生  

農林水産  

観光商工  

土 木  

小 計  

消 防  

教 育  

小 計  

水 道  

国保・介護 

しおさい  

小 計  

4 

45 

14 

60 

27 

24 

15 

7 

16 

212 

35 

19 

54 

11 

13 

42 

66 

332

4 

44 

15 

59 

26 

24 

14 

7 

12 

205 

37 

15 

52 

9 

15 

43 

67 

324

4 

40 

15 

58 

25 

24 

14 

5 

12 

197 

36 

15 

51 

9 

15 

43 

67 

315

0 

△ 4 

0 

△ 1 

△ 1 

0 

0 

△ 2 

0 

△ 8 

△ 1 

0 

△ 1 

0 

0 

0 

0 

△ 9

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

　
本
市
の
職
員
数
は
、
地
域
的
な
条
件
か

ら
消
防
署
を
単
独
で
設
置
す
る
な
ど
、
隣

接
す
る
市
町
村
で
組
合
を
作
っ
て
運
営
し

て
い
る
市
町
村
と
単
純
な
職
員
数
比
較
は

で
き
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。 

　
本
市
を
取
り
ま
く
環
境
は
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

急
激
な
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
や
景
気
低

迷
の
長
期
化
な
ど
様
々
な
課
題
へ
対
応
す

る
た
め
、
業
務
分
野
は
さ
ら
に
広
が
り
を

見
せ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
平
成
21
年

度
に
お
い
て
も
、
行
財
政
改
革
を
す
す
め
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、

現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
で
き
る

適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
職
員
の
連
携
・
協
調
・
創
意
工

夫
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
・
市
民
福
祉
の
向
上

を
さ
ら
に
目
指
し
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。 

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

　
り
ま
す
。 

部門別職員数の状況  

人件費の状況  職員数の推移  

～平成20年度普通会計決算より～ 

平成20年度中の退職者数18名（特別職を除く）、平成21年4月1日付新規採用者数8名(20年度途中採用1名) 
職員数は各年４月１日現在の事務分掌表による。 

人件費とは 

　職員の給与費・共済組合負担金・退職手当・特別職

の報酬などです。 

普通会計とは 

　水道、国保事業等の特別会計を除いたものです。 
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表③ 経験年数・学歴別平均給料月額の状況 

3,500,000 
 
 
 
 

3,000,000 
 
 
 
 

2,500,000 
 
 
 
 

2,000,000 
 
 
 
 

1,500,000 
 
 
 
 

1,000,000 
 
 
 
 

500,000 
 
 
 
0

(千円)

H16

H16 H17 H18 H19 H20

H17 H18 (年度)

(単位：千円)

H19 H20

42,731 

1,877,509 

353,404 

91,937 

54,439 

367,499 

2,787,519

市長等特別職の給与 

職 員 給  

退 職 金  

議員報酬手当 

委員等報酬 

共済組合等負担金 

総　額 

34,061 

1,783,757 

602,587 

89,094 

53,502 

360,927 

2,923,928

31,377 

1,690,040 

356,361 

80,984 

33,563 

333,965 

2,526,290

31,190 

1,611,674 

415,486 

78,861 

46,871 

330,103 

2,514,185

31,738 

1,523,287 

218,981 

78,875 

42,030 

322,722 

2,217,633

市 長  

副 市 長  

議 長  

副 議 長  

議 員  

７５万円 

６６万円 

３９万円 

３３万円 

３０万円 

６月期分 

１２月期分 

最高限度額 

勤続３５年 

勤続２５年 

勤続２０年 

59.28月分 

47.50月分 

33.50月分 

23.50月分 

1.40月分 

1.60月分 

203 ,500円 

178 ,800円 

大 卒  

高 卒  

大 卒 Ⅰ 種  

大 卒 Ⅱ 種  

高 卒  

161,600円 

140,100円 

185,800円 

172,200円 

140,100円 

人 
256  

千円 
1,024,904  

千円 
84,838 

千円 
413,545 

千円
1,523,287 

千円
5,950   

280 ,600円 

252 ,900円 

350 ,600円 

331 ,300円 

0.725月分 

0.725月分 

59.28月分 

59.28月分 

41.34月分 

30.55月分 

　６月期：1.55月分   

１２月期：1.70月分 

　６月期：1.55月分   

１２月期：1.70月分 

月　　額 区　分 

区　分 

区分  

区　分 初　　任　　給 

給　料 
職員(A) 一人当たりの 

給与費 (B/A)

給　与　費　の　内　容 

職員手当 期末・勤勉 計(B) 

土佐清水市 

国 

大 　 卒  

高 　 卒  

経験年数 
５～７年 １０～１５年 ２０～２５年 

国 

同じ 

自己都合 定年・勧奨 

期  末 勤　勉 勤勉が 
6月・12月 
とも 
0.75月分 

土 佐 清 水 市 

期末手当 

報　酬 

給　料 

期
末
勤
勉
手
当 

退
　
職
　
手
　
当 

市長等特別職の給与 
職員給 
退職金 
議員報酬手当 
委員等報酬 
共済組合等負担金 

※職員手当とは、扶養手当・住居手当・通勤手当等です。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（退職手当は含みません） 

※平成21年度給与実態調査による。 

市長・副市長・議員等の報酬は、「報酬等審議会」の 

答申を受けて議会で決定されます。 

職員手当と退職手当 ５年間の人件費(普通会計)の推移 

特別職の報酬・手当 

（平成21年４月１日現在） 

（平成21年４月１日現在） 

（
１) 

給
　
与 

　
職
員
の
給
与
は
、
毎
月
の
給
料
と
各
種

手
当(

扶
養
手
当
・
通
勤
手
当
・
管
理
職
手

当
・
期
末
勤
勉
手
当
等)
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
普
通
会
計
決
算

で
の
状
況
は
表
①
の
と
お
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

（
２) 

初
任
給 

　
職
員
の
初
任
給
の
状
況
は
、
表
②
の
と

お
り
で
す
。こ
の
表
で
い
う
初
任
給
と
は
、

大
学
ま
た
は
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に

採
用
さ
れ
た
場
合
で
す
。 

（
３) 

経
験
年
数
・
学
歴
別
の
平
均
給
料 

　
表
③
は
経
験
年
数
別
、
学
歴
別
の
平
均

給
料
月
額
の
状
況
で
す
。 

　
市
職
員
の
給
与
は
、

人
事
院
が
一
定
の
基
準

を
示
し
、
国
家
公
務
員

に
準
じ
て
検
討
が
加
え

ら
れ
、
議
会
の
承
認
を

得
て
決
定
さ
れ
ま
す
。 

　
本
市
で
は
毎
年
、
職

員
数
や
給
与
の
状
況
を

広
く
市
民
の
皆
様
に
公

表
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
行
財
政
運
営
に
つ

い
て
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

表① 職員給与費の状況 
（平成20年度 普通会計決算） 

表② 一般行政職の初任給 

職
　
員
　
待
　
遇 

（平成21年４月１日） 

（平成21年４月１日） 
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12
月
定
例
会
の
概
要 

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
８
日
か
ら

12
月
22
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で

開
会
し
、
市
長
か
ら
、
議
案
12
件
、
追

加
提
案
と
し
て
議
案
１
件
、
同
意
案

１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
運

営
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き

た
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
市
政
へ
の
住
民
意
見

の
反
映
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
、
昨
今

の
経
済
情
勢
や
市
の
財
政
状
況
等
か

ら
勘
案
す
べ
き
等
の
考
え
方
が
あ
り
、

各
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
も
あ
る
こ

と
か
ら
個
々
の
判
断
に
よ
り
対
応
す

べ
き
と
す
る
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
は
、
12
月
14
日
か
ら
16

日
の
日
程
で
行
な
わ
れ
、
12
人
の
議

員
が
来
年
度
予
算
編
成
と
重
点
施
策
、

観
光
振
興
策
等
に
つ
い
て
の
質
問
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
提
出
の

あ
っ
た
議
案
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
後 

追
加
提
案
の
あ
っ
た
「
土
佐
清
水
市

議
会
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給

条
例
の
一
部
改
正
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
賛
成
・
反
対
討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
挙
手
少
数
（
賛
成
７
）

に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

　
議
員
か
ら
は
、
現
行
の
定
数
16
人

を
14
人
と
す
る
「
土
佐
清
水
市
議
会

議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
」
が
提

案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
可
決
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
改
正
貸
金
業
法
の

早
期
完
全
施
行
に
関
す
る
意
見
書
」

等
４
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。 

意
　
見
　
書（
次
の
意
見
書
を
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。)

○
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
に
関
す
る
意
見
書 

（
要
旨
）
改
正
貸
金
業
法
を
早
期
完
全
施
行
す
る
と
と
も
に
、自
治
体
に
よ
る
多
重
債
務
相

　
　
　
　
談
体
制
整
備
の
た
め
予
算
の
十
分
な
確
保
や
、
個
人
及
び
中
小
事
業
者
向
け
の

　
　
　
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
充
実
、ヤ
ミ
金
融
の
摘
発
等
に
つ
い
て
政
府
に
要
請

　
　
　
　
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
く
ら
し
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

（
要
旨
）
地
方
に
犠
牲
を
強
い
る「
地
方
分
権
改
革
」や
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
国

　
　
　
　
の
地
方
出
先
機
関
の
統
廃
合
、公
務
員
を
一
律
に
削
減
す
る
定
員
削
減
計
画
等
を

　
　
　
　
行
わ
ず
、地
方
都
市
に
お
い
て
も
住
民
の
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
る
財
政
・
行
政

　
　
　
　
体
制
の
拡
充
を
図
る
こ
と
等
に
つ
い
て
政
府
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

（
要
旨
）
社
会
保
障
審
議
会
少
子
化
対
策
特
別
部
会
が
決
定
し
た「
次
世
代
育
成
支
援
の
た

　
　
　
　
め
の
新
た
な
制
度
体
系
の
設
計
に
向
け
て
」に
よ
れ
ば
、市
町
村
の
保
育
実
施
義
務

　
　
　
　
の
規
定
を
な
く
し
、現
行
の
保
育
制
度
に
代
わ
る
新
た
な
仕
組
が
示
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
が
、市
町
村
に
よ
る
現
行
保
育
制
度
を
生
か
し
、公
的
責
任
に
基
づ
く
保
育
事
業
を

　
　
　
　
推
進
す
る
と
と
も
に
、そ
の
た
め
の
保
育
予
算
を
抜
本
的
に
増
額
し
、国
と
自
治
体

　
　
　
　
の
責
任
で
保
育
所
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
速
や
か
な
廃
止
を
求
め
る
意
見
書 

（
要
旨
）
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、平
成
22
年
４
月
に
は
２
年
ご
と
の

　
　
　
　
保
険
料
値
上
げ
と
重
な
り
、そ
の
混
乱
は
必
至
と
な
る
が
、国
は
こ
の
制
度
の
廃
止

　
　
　
　
を
明
確
に
掲
げ
て
お
ら
ず
、廃
止
ま
で
に
は
数
年
か
か
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
こ
と
か
ら
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
速
や
か
に
廃
止
す
る
と
と
も
に
、老
人
保
健

　
　
　
　
制
度
へ
戻
し
、必
要
な
財
政
措
置
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 
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12
月
14
日
・
15
日
・
16
日
の
３
日
間
、
12
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を 

行
い
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
・
答
弁
の
中
か
ら
、
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一
般
質
問 

岡
林
幹
造
　
議
員 

仮
谷
進
博
　
議
員 

１
　
12
月
議
会
の
市
長
所
信

表
明
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
12
月
定
例
会
開
会
日
の
市
長
所

信
表
明
、
市
政
方
針
中
の
施
策
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
を
求
め
る
。 

　
ま
た
、
市
長
に
就
任
を
し
て
、

最
も
重
要
な
課
題
と
要
望
に
つ
い

て
痛
感
す
る
部
分
と
今
後
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
歴
史
を
大
切
に
、
郷
土
の
偉
人
ジ

ョ
ン
万
次
郎
の
検
証
や
資
源
を
生

か
す
。 

　
人
情
を
守
り
、
自
然
と
共
生
し
な

が
ら
、
農
業
漁
業
含
め
地
球
を
守
る

エ
コ
の
時
代
に
対
応
し
て
い
く
。 

　
教
育
を
基
本
と
し
て
子
育
て
の

充
実
や
、
雇
用
の
促
進
に
よ
り
ふ
る

さ
と
を
力
強
く
発
展
さ
せ
る
。 

　
老
後
を
安
ら
か
に
過
ご
せ
る
よ

う
独
居
老
人
対
策
や
若
者
を
呼
ぶ
、

子
ど
も
を
産
む
施
策
等
を
考
え
て

い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
施
策
が
緊
急
課
題
と

し
て
考
え
ら
れ
、
総
動
員
で
取
り
組

む
所
存
で
あ
る
。 

 

２
　
財
政
問
題
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
来
年
度
の
予
算
編
成
と
重
点
施

策
に
つ
い
て
、
特
に
雇
用
対
策
、
高

齢
者
の
福
祉
対
策
等
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
具
体
的
な
見
解
を
示
せ 

 
（
答
弁
） 

　
重
点
施
策
と
し
て
は
、
雇
用
対
策
、

教
育
環
境
の
整
備
、
第
三
次
都
市
計

画
の
推
進
、
高
齢
者
対
策
、
南
海
地

震
対
策
等
。 

　
い
ず
れ
の
事
業
を
行
う
に
し
て

も
国
・
県
の
有
利
な
補
助
事
業
の
導

入
と
過
疎
債
等
の
交
付
税
措
置
率

の
大
き
な
優
良
債
の
発
行
に
よ
る

事
業
執
行
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。 

 

３
　
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
四
万
十
市
、
宿
毛
市
と
本
市
の

定
住
自
立
圏
形
成
に
取
り
組
む
基

本
的
構
想
と
展
望
に
つ
い
て
の
見

解
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
基
本
的
構
想
と
し
て
は
各
市
の

役
割
を
分
担
し
、
定
住
の
た
め
に

必
要
な
都
市
機
能
及
び
生
活
機
能

の
確
保
や
地
域
の
強
み
・
魅
力
を

磨
き
、
自
立
の
た
め
の
経
済
基
盤

を
培
う
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

　
特
に
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
、
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

等
地
域
交
通
の
再
生
に
向
け
た
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

４
　
教
育
問
題
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
学
校
統
合
に
よ
る
現
場
の
状
況

と
効
果
に
つ
い
て
、
統
合
校
の
将

来
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
複
式
学

級
が
解
消
さ
れ
、
色
々
な
団
体
競

技
が
で
き
る
等
統
合
に
よ
る
効
果

は
大
き
い
が
、
児
童
生
徒
数
の
減

少
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、

教
職
員
や
保
護
者
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
加
配
教
員
の
配
置
等
県

教
委
と
協
議
し
て
、
子
ど
も
を
中

心
と
し
た
学
校
づ
く
り
と
充
実
し

た
教
育
環
境
の
整
備
に
積
極
的
に

取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。 

１
　
こ
れ
か
ら
の
観
光
客
誘

致
の
戦
略
は 
 

（
質
問
） 

　
旨
い
水
と
空
気
が
観
光
に
価
値

あ
る
時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
こ
れ
か
ら
は
、
く
つ
ろ
ぎ
と
い
や

し
の
観
光
と
い
う
時
代
が
来
る
と

見
て
い
る
。 

　
土
佐
清
水
市
は
、
水
、
空
気
、
緑
、

海
の
青
さ
等
、
都
会
の
人
が
求
め
る

す
べ
て
の
条
件
が
整
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
売
り
に
観
光
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
２
０
１
０
年
こ
そ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍

馬
伝
」
に
あ
や
か
り
観
光
を
売
り

出
す
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
で
は 

 

（
答
弁
） 

　
土
佐
清
水
市
の
食
や
、
自
然
、
人

な
ど
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域

に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
財
団
法
人

ジ
ョ
ン
万
次
郎
ホ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
記
念
国
際
草
の
根
セ
ン
タ
ー

の
集
会
が
再
来
年
、
高
知
県
で
開
催

予
定
で
あ
り
、
県
知
事
も｢

龍
馬
伝
」

の
次
は
ジ
ョ
ン
万
で
す
ね
と
言
っ

て
く
れ
て
ま
す
の
で
、
郷
土
の
偉
人

を
具
体
的
に
検
証
し
て
売
り
出
す

好
機
到
来
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
生
涯
を
も
っ

と
市
民
み
ん
な
が
知
る
べ
き
で
は 

 

（
答
弁
） 

　
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
生
涯
に
つ
い
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
出
版
物
の
集
約
等
も

含
め
、
全
戸
配
布
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
大
岐
の
浜
の
Ｐ
Ｒ
と
開
発
の
た

め
に
も
「
海
の
男
・
万
次
郎
」
の

記
念
碑
（
胸
像
）
の
建
立
を 

 

（
答
弁
） 

　
市
内
に
あ
る
既
設
の
記
念
碑
が

参
考
と
な
る
と
思
う
が
、
作
れ
る

か
ど
う
か
を
含
め
て
具
体
的
に
検

討
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
力
を
入

れ
る
時
が
来
た
の
で
は 

 

（
答
弁
） 

　
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
活
動
は

今
後
の
施
策
と
し
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
来
年

の
「
龍
馬
伝
」
と
再
来
年
予
定
さ
れ

て
い
る
草
の
根
セ
ン
タ
ー
の
集
会

と
併
せ
て
、
こ
こ
１
〜
２
年
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
。 

 

（
質
問
） 

　
大
阪
海
遊
館
以
布
利
セ
ン
タ
ー

第
二
水
槽
を
観
光
振
興
に
生
か
す

べ
き
工
夫
が
必
要
で
な
い
か 
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森
　
一
美
　
議
員 

（
答
弁
） 

　
大
阪
海
遊
館
以
布
利
セ
ン
タ
ー

は
地
域
振
興
の
た
め
全
面
的
に
協

力
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
好
機
と
と
ら
え
て
研
究
施

設
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
範
囲
内
で

取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
観
光
振
興
の
将
来
展
望
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
戦
略
産
業
は
観
光
で
あ
り
、
そ

れ
に
農
業
、
漁
業
を
巻
き
込
ん
で

一
大
産
業
に
し
て
い
き
た
い
。
面

と
線
を
結
び
、
本
市
の
埋
も
れ
た

資
源
を
再
発
見
し
、
全
市
上
げ
て

本
市
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
参

り
た
い
。 

１
　
吉
田
副
幹
事
長
発
言
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
県
知
事
ら
が
要
望
を
行
っ
た
際

民
主
党
副
幹
事
が
「
応
援
し
て
か
ら

言
う
て
く
れ
」
と
発
言
し
た
こ
と
に

つ
い
て
国
会
議
員
の
公
人
だ
か
ら
、

公
式
な
場
で
は
言
う
事
で
は
な
い

と
思
う
。 

　
不
見
識
、不
適
当
だ
と
思
う
。全
国

市
長
会
で
責
任
を
追
求
で
き
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
私
は
そ
う
い
う
立
場
で
も
な
い
し
、

こ
れ
以
上
大
々
的
に
や
る
勇
気
も

度
胸
も
な
い
。
　 

　
個
人
的
に
は
け
し
か
ら
ん
と
い

う
気
持
ち
は
あ
る
。 

 
２
　
エ
コ
活
動
強
化
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
温
室
効
果
ガ
ス
25
％
削
減
計
画

に
つ
い
て
、「
青
森
県
と
東
京
都
が

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
協
定
を
結

ん
だ
」
。
こ
の
記
事
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か 

 

（
答
弁
） 

　
記
事
を
読
ん
で
い
な
い
か
ら
、

内
容
を
承
知
し
て
い
な
い
。 

 

（
質
問
） 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
や
財
政
支

出
を
考
え
た
ら
、
中
浜
焼
却
場
問
題

に
決
着
す
る
時
期
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
取
り
壊
し
に
つ
い
て
、
地
元
よ

り
要
望
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
引

継
ぎ
を
受
け
て
い
る
。 

　
取
り
壊
し
に
は
、
１
ト
ン
当
り
７

０
０
万
円
か
か
り
、30
ト
ン
で
２
億
１

千
万
円
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。 

　
灰
も
同
時
に
処
理
を
と
の
要
求

も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
も
数
千

万
円
か
か
る
。 

　
取
り
壊
し
す
る
と
簡
単
に
言
え

な
い
財
政
的
な
事
情
も
あ
る
。 

　
提
案
の
「
代
替
に
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
を
設
置
」
は
補
助
金
等
の

研
究
の
余
地
が
あ
り
、
様
々
な
事

を
勘
案
し
て
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。 

 

３
　
下
ノ
加
江
保
育
園
跡
地

利
用
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
下
ノ
加
江
保
育
園
跡
地
で
地
域

の
活
性
化
を 

 

（
答
弁
） 

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
区
長
会

で
も
出
て
い
る
。 

　
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
の
か
地

域
で
詰
め
た
協
議
を
議
員
含
め
て

検
討
し
て
頂
き
た
い
。 

 

４
　
事
業
仕
分
け
結
果
に
つ
い
て 

 
（
質
問
） 

　
事
業
仕
分
け
を
ど
う
思
う
か
、

市
へ
の
影
響
は 

 

（
答
弁
） 

　
全
国
の
自
治
体
が
心
配
し
て
い
る
。 

　
聖
域
で
あ
る
べ
き
地
方
交
付
税

も
見
直
し
の
対
象
と
な
り
全
国
の

首
長
は
怒
っ
て
い
る
。 

　
22
年
度
予
算
の
結
果
次
第
で
あ

る
が
、
一
次
産
業
を
中
心
に
影
響

を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。 

　
担
当
各
課
で
影
響
を
最
小
限
に

留
め
る
努
力
を
し
た
い
。 

５
　
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

が
７
５
０
日
を
超
え
ま
し
た 

 

（
質
問
） 

　
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
が
７
５

０
日
を
超
え
て
継
続
中
だ
が
、
記
念

に
祝
賀
会
や
功
労
表
彰
を
し
て
は 

 

（
答
弁
） 

　
表
彰
は
安
全
協
会
と
も
相
談
を

し
て
み
た
い
。 

　
警
察
の
前
に
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、

何
日
目
と
い
う
看
板
を
設
置
す
る

等
注
意
喚
起
す
る
事
も
検
討
し
て

お
り
、
提
案
も
含
め
て
出
来
る
事

を
や
っ
て
啓
発
し
た
い
。 

　
い
つ
ま
で
も
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

日
が
続
く
よ
う
願
っ
て
い
る
。 

武
藤
　
清
　
議
員 

１
　
「
報
酬
等
審
議
会
」
の
あ

り
方
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
市
長
は
選
挙
公
約
で
あ
る
給
与

カ
ッ
ト
の
条
例
改
正
案
、
市
長
自

身
30
％
（
実
質
28
％
）
、
副
市
長
10
％
、

教
育
長
10
％
削
減
を
提
案
し
て
い
る
。 

　
市
長
は
提
案
理
由
の
中
で
、
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
提

案
し
た
と
説
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

市
長
30
％
減
、
副
市
長
20
％
減
、

市
議
会
議
員
30
％
減
の
市
長
の
諮

問
に
対
し
、
11
月
６
日
に
あ
っ
た
と

さ
れ
る
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
内

容
は
「
こ
の
諮
問
は
、
政
治
的
色

合
い
が
強
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

当
審
議
会
で
審
議
す
る
こ
と
は
適

当
で
な
い
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
続
い
て
「
諮

問
事
項
は
白
紙
」
と
し
た
上
で
審

議
の
結
果
、
市
長
、
副
市
長
、
議

員
各
々
10
％
削
減
と
答
申
し
た
も

の
で
あ
る
。 

　
諮
問
に
対
し
て
は
「
適
当
で
な
い
」

と
し
な
が
ら
、
諮
問
さ
れ
て
な
い

こ
と
を
「
審
議
」
す
る
。
こ
う
し

た
や
り
方
が
報
酬
等
審
議
会
の
あ

り
方
と
し
て
、
果
た
し
て
適
切
か

ど
う
か
、
極
め
て
強
い
疑
念
を
覚

え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
市
長
は
こ
の
よ
う
な
審
議
会
の

あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
お
伺
い

す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

（
答
弁
） 

　
諮
問
を
契
機
と
し
て
、
白
紙
な

が
ら
答
申
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

審
議
会
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

願
望
す
る
と
こ
ろ
の
市
民
感
情
、

経
済
情
勢
を
勘
案
し
、
答
申
し
た

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
尊

重
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

２
　
市
長
の
政
治
公
約
、あ
ま
り

ム
リ
し
な
く
て
も
良
い
部
分
も

あ
る
の
で
は
!? 

 

（
質
問
） 

　
市
長
は
数
多
く
の
選
挙
公
約
が

あ
る
が
、
公
約
だ
か
ら
と
い
っ
て

意
固
地
に
な
る
必
要
は
な
く
、
市

民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
か
ど
う
か
を

精
査
し
、
ム
リ
を
す
る
こ
と
は
な 
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い
の
で
は
な
い
か
。 

　
「
選
挙
公
約
は
一
候
補
者
が
言
っ

た
だ
け
、
す
べ
て
公
約
ど
お
り
に

は
で
き
な
い
」
と
、
市
長
自
ら
の

発
言
も
あ
る
。 

 

（
答
弁
） 

　
今
日
ま
で
西
村
市
政
の
予
算
を

引
き
継
い
で
や
っ
て
き
た
。 

　
新
年
度
予
算
は
公
約
し
た
中
で

給
与
問
題
を
除
外
し
た
二
割
く
ら

い
入
っ
て
く
る
か
と
思
う
。
情
勢

も
急
転
回
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
な

が
ら
や
り
た
い
。 

永
野
　
修
　
議
員 

１
　
22
年
度
予
算
の
基
本
的
な

認
識
と
運
営
方
針
並
び
に
公
約

に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
地
方
交
付
税
の
見
込
み
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
国
の
予
算
編
成
が
遅
れ
て
お
り
、

地
方
財
政
計
画
も
ま
だ
示
さ
れ
て

い
な
い
が
総
務
省
の
概
算
要
求
で

１
兆
４
千
億
円
の
増
と
な
っ
て
お

り
単
純
に
７
％
増
を
見
込
む
と
約

２
億
５
千
万
円
の
増
額
と
な
る
。 

 

（
質
問
） 

　
来
年
度
の
財
源
の
見
込
み
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か 

 

（
答
弁
） 

　
国
は
環
境
税
や
子
ど
も
手
当
の

創
設
、
ま
た
交
付
税
も
見
直
し
等
本

市
の
財
源
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
項
目
は
不
透
明
で
あ
り
年
明
け

に
は
地
方
財
政
計
画
も
示
さ
れ
る

の
で
、
一
定
見
込
み
が
で
き
る
と
判

断
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
市
独
自
の
公
共
事
業
は
ど
れ
ら

を
考
え
て
い
る
か 

 

（
答
弁
） 

　
国
道
ぎ
わ
の
公
衆
ト
イ
レ
、
標

識
や
観
光
関
係
、
道
路
整
備
そ
の

他
小
規
模
な
市
単
事
業
で
や
る
部

分
を
意
欲
的
に
取
り
組
み
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
あ
し
ず
り
港
の
大
型
釣
り
堀
計

画
の
進
捗
状
況
は 

 

（
答
弁
） 

　
市
内
の
漁
協
が
意
欲
が
あ
る
こ

と
を
聞
い
た
の
で
整
合
性
を
計
り

た
い
。
漁
協
が
や
ら
な
け
れ
ば
早

い
う
ち
に
実
施
を
考
え
た
い
。 

 

２
　
地
元
の
農
林
水
産
品
の

地
産
地
消
と
市
外
へ
の
地
産

外
商
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　（
株
）元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
販
売

実
績
等
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
４
月
か
ら
の
上
半
期
の
材
料
購

入
は
農
産
物
数
量
28.

０
２
ト
ン
、

金
額
は
１
９
２
万
２
千
円
。
水
産

物
は
数
量
12.

６
ト
ン
、金
額
は
２
４

１
万
２
千
円
。 

　
収
支
実
績
は
国
、県
の
補
助
４
’３

１
８
万
２
千
円
を
含
め
収
入
合
計

８
’
１
８
９
万
９
千
円
、
支
出
合
計

は
８
’
２
１
０
万
２
千
円
で
営
業
損

益
は
△
20
万
３
千
円
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
後
任
の
社
長
は
決
定
さ
れ
た
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
専
属
で
雇
う
程
の
売
上
が
ま
だ

な
く
３
月
の
決
算
状
況
を
見
て
判

断
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
え
ぶ
り
で
ぃ
キ
ッ
チ
ン
の
実
績

等
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
平
成
21
年
12
月
現
在
生
産
者
登

録
は
１
８
５
名
、
売
上
高
は
平
成

20
年
度
１
億
２
’
４
４
０
万
円
で

あ
る
。 

　
流
通
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て

は
運
営
協
議
会
へ
投
げ
掛
け
を
し

ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
県
が
計
画
し
て
い
る
東
京
銀
座

で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
本
市

の
関
わ
り
は 

 

（
答
弁
） 

　
今
後
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
形

態
を
確
認
し
な
が
ら
本
市
の
産
品
、

加
工
品
、
観
光
等
の
売
り
出
し
を

い
か
に
活
用
で
き
る
か
県
、
地
産

外
商
公
社
と
連
携
し
検
討
す
る
。 

小
川
豊
治
　
議
員 

１
　
環
境
対
策
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
で
太
陽

光
発
電
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

家
庭
用
機
器
の
設
置
費
用
に
つ
い

て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
一
般
家
庭
用
３.

５
ｋ
ｗ
で
約

２
５
０
万
円
が
必
要
。
国
か
ら
24
万

５
千
円
補
助
が
あ
る
の
で
自
己
負

担
金
は
約
２
２
６
万
円
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
本
市
は
観
光
の
街
で
あ
る
。
太

陽
光
発
電
を
活
用
し
化
石
燃
料
に

頼
ら
な
い
ク
リ
ー
ン
な
「
足
摺
岬
」

を
全
国
に
宣
伝
し
て
は
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
鳩
山
首
相
が
25
％
削
減
を
世
界

に
発
信
し
た
の
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
が
終

わ
り
次
第
具
体
的
な
施
策
も
始
ま

る
と
思
う
。
本
市
も
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
。 

（
質
問
） 

　
エ
ス
コ
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
事
業
の

導
入
を
図
っ
て
は
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
事
業
会
社
が
要
し
た
投
資
や
経

費
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
分
で
賄
わ

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
市

は
電
気
料
金
の
節
減
が
図
れ
る
有

効
な
事
業
と
考
え
る
。 

　
先
進
地
な
ど
の
状
況
も
参
考
に

検
討
し
た
い
。 

 

２
　
平
成
22
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
新
政
権
が
行
い
評
判
を
得
た
「
事

業
仕
分
け
」
を
本
市
で
も
実
行
し

て
は
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
本
市
の
よ
う
な
小
規
模
の
自
治

体
で
は
あ
ま
り
効
果
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

　
新
年
度
予
算
要
求
は
優
先
順
位

等
の
総
点
検
を
指
示
し
て
い
る
の

で
予
算
要
求
の
段
階
で
「
事
業
仕

分
け
」
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
新
政
権
で
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
」
を
政
策
の
目
玉
に
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、「
足
摺
岬
公
園
線
」

な
ど
道
路
整
備
事
業
等
に
影
響
は

な
い
か 
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西
原
強
志
　
議
員 

仲
田
　
強
　
議
員 

１
　
平
成
22
年
度
予
算
編
成

と
選
挙
公
約
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
ど
の
様
な

事
業
が
問
題
な
の
か 

　 （
答
弁
） 

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
第
三
次

都
市
計
画
事
業
に
市
の
持
ち
出
し
が

単
年
度
毎
に
多
額
の
額
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
そ
の
財
源
確
保
が
課

題
に
な
る
。 

 

（
質
問
） 

　
消
防
庁
舎
の
改
築
に
つ
い
て 

　 （
答
弁
） 

　
関
連
す
る
資
材
等
も
含
め
５
億
を

超
す
事
業
費
が
見
込
ま
れ
、
土
地
の

見
通
し
が
立
て
ば
、
設
計
費
を
当
初

予
算
に
、
22
年
度
で
の
意
気
込
み
で

改
築
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
、
予
算
に
反

映
す
る
の
か 

　 （
答
弁
） 

　
検
討
委
員
会
、
先
進
地
視
察
費
用

等
を
計
上
し
具
体
的
に
対
応
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
土
佐
清
水
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
社

長
と
し
て
の
決
意 

　 （
答
弁
） 

　
慎
重
に
大
胆
に
将
来
の
経
営
を
見

通
し
株
主
、
取
締
役
と
相
談
し
な
が

ら
失
敗
の
な
い
よ
う
に
取
組
み
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
平
成
22
年
度
収
支
見
込
み
は 

　 （
答
弁
） 

　
10
％
増
の
２
億
２
千
万
円
の
収
支

を
見
込
ん
で
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
市
長
は
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で

社
長
人
事
を
行
う
の
か 

　 （
答
弁
） 

　
来
年
６
月
決
算
の
見
通
を
し
、
自

分
の
意
中
の
人
に
ど
う
ゆ
う
段
階
で

話
す
の
か
、
何
よ
り
も
株
主
総
会
の

承
認
、
ご
理
解
を
頂
け
る
も
の
か
、

決
算
の
中
身
と
の
連
動
し
て
い
く
こ

と
で
、
慎
重
に
運
ん
で
行
き
た
い
。 

 

２
　
市
長
等
特
別
職
給
与
等

の
削
減
措
置
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
特
別
職
等
の
給
与
削
減
額
は
い

く
ら
か 

　 （
答
弁
） 

　
市
長
等
特
別
職
は
４
７
４
万
８

千
円
、
議
員
２
名
を
削
減
し
た
場

合
９
３
３
万
９
千
円
、
議
員
報
酬

を
１
割
削
減
し
た
場
合
は
、
７
７
２

万
円
と
な
る
。 

 
（
質
問
） 

　
削
減
額
に
つ
い
て
、
基
金
等
も
含

め
、
ど
の
様
な
事
業
に
充
当
す
る
考

え
な
の
か 

　 （
答
弁
） 

　
報
酬
等
審
議
会
の
付
帯
意
見
と

し
て
、
社
会
福
祉
等
へ
の
意
見
も

あ
り
、
早
い
う
ち
に
目
的
を
ハ
ッ

キ
リ
す
る
時
期
が
必
要
と
考
え
る
。 

 

３
　
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

を
本
市
の
観
光
振
興
に
ど
う

生
か
す
の
か 

 

（
質
問
） 

　
海
の
駅
「
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
」
へ

の
入
館
者
数
は 

　 （
答
弁
） 

　
大
河
ド
ラ
マ
活
用
推
進
協
議
会

で
は
、
５
万
人
と
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
連
続
ド
ラ
マ
龍
馬
伝
を
本
市
の

観
光
振
興
に
生
か
す
の
か 

　 （
答
弁
） 

　
長
期
的
に
は
、
龍
馬
伝
の
後
に

は
ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
県
当
局
も
非

常
に
強
く
認
識
し
て
お
り
、
県
に

強
く
要
望
し
、
本
市
も
思
い
切
っ

た
予
算
を
組
み
な
が
ら
、
次
は
ジ

ョ
ン
万
だ
と
い
う
意
気
込
み
で
一

生
懸
命
で
や
っ
て
い
き
た
い
。 

１
　
取
り
止
め
に
な
っ
た
「
子

育
て
応
援
特
別
手
当
」
の
本

市
単
独
で
の
実
施
を
求
む 

 

（
質
問
） 

　
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施

の
予
定
だ
っ
た
「
子
育
て
応
援
特
別

手
当
」の
本
市
の
準
備
状
況
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
３
・
４
・
５
歳
の
対
象
児
一
人

に
つ
き
３
万
６
千
円
を
世
帯
主
に

支
給
す
る
予
定
で
、
３
０
０
人
分

１
’
０
８
０
万
円
と
、
事
務
費
合
わ

せ
て
１
’
１
６
４
万
円
を
計
上
し
、

申
請
書
や
児
童
名
簿
等
の
作
成
を

進
め
て
い
て
12
月
に
確
定
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

（
質
問
） 

　
取
り
や
め
に
な
っ
た
「
子
育
て
応

援
特
別
手
当
」
の
本
市
独
自
の
実
施

を
求
め
る
が
、所
見
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
庁
内
で
も
検
討
し
関
係
者
と
も

相
談
し
、
心
も
動
か
さ
れ
ま
し
た

が
、
独
自
財
源
も
少
な
く
県
当
局

の
意
見
も
参
考
に
中
止
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。 

 

２
　
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

（
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）が
今
年

度
で
終
了
す
る
が
、
今
後
の
対

策
を
問
う 

 

（
質
問
） 

　
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
が
今

年
度
末
で
終
了
す
る
が
現
在
ま
で

の
実
績
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
セ
ミ
ナ
ー
及
び
研
修
で
は
、
19
年

度
19
回
、
８
６
０
名
参
加
。
20
年
度

35
回
、９
５
０
名
参
加
。Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
希
望
者
相
談
会
で
は
、19
年
度
４
回
、

42
名
面
会
。
20
年
度
３
回
、
64
名
面

会
。
雇
用
創
出
で
は
、
19
年
度
31
人
。

20
年
度
１
３
３
人
。
21
年
度
１
０
０

人
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
き
な
実
績
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
他
に
窓
口
で
、

１
日
当
た
り
約
20
名
の
相
談
対
応
も

し
て
お
り
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

　
大
臣
の
発
言
は
大
都
市
中
心
や

ダ
ム
な
ど
大
規
模
公
共
事
業
の
よ

う
だ
。
地
方
の
生
活
基
盤
と
直
結

す
る
よ
う
な
県
道
や
市
道
の
事
業

に
は
影
響
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
伴
う

難
視
聴
対
策
補
助
金
が
「
事
業
仕

分
け
」
で
削
減
さ
れ
る
よ
う
に
報

道
さ
れ
て
い
る
が
本
市
へ
の
影
響

に
つ
い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
電
波
の
届
か
な
い
地
域
が
多
い

高
知
県
は
こ
の
報
道
に
危
機
感
を

抱
い
て
お
り
、
国
に
対
し
削
減
し
な

い
よ
う
要
望
す
る
と
聞
い
て
い
る
。 

　
現
在
の
情
報
で
は
周
知
・
宣
伝
費

用
は
削
減
さ
れ
て
も
地
デ
ジ
改
修

費
用
の
削
減
は
な
い
と
の
感
触
だ
。 
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瀧
澤
　
満
　
議
員 

１
　
足
摺
テ
ル
メ
に
つ
い
て 

 
（
質
問
） 

　
テ
ル
メ
の
経
営
状
況
は
。
な
ぜ
出

来
な
い
プ
ー
ル
の
再
開
。
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
者
や
身
体
に
障
害
を
持
つ
人

た
ち
の
た
め
に
も
是
非
プ
ー
ル
の

再
開
を 

 

（
答
弁
） 

　
テ
ル
メ
の
経
営
は
、
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。 

　
プ
ー
ル
の
問
題
に
つ
い
て
も
率

直
に
話
を
し
、
限
度
１
’
０
０
０
万

円
位
だ
っ
た
ら
何
と
か
出
す
か
ら

や
ら
な
い
か
と
い
う
話
を
し
た
経

過
が
あ
り
、
そ
れ
を
中
心
に
検
討

し
て
頂
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以

上
に
負
担
が
掛
か
る
こ
と
、
利
用

者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に

よ
り
厳
し
い
。 

　
市
民
の
健
康
を
考
え
る
と
一
日

で
も
早
く
再
開
し
た
い
け
れ
ど
も
、

経
費
と
効
果
を
無
視
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。 

　
基
本
的
に
は
早
く
再
開
し
た
い

と
い
う
気
持
は
今
で
も
あ
り
、
引
き

続
き
庁
内
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
使
用
料
の
５
０
０
円
は
高
い
。
地

元
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
会
社
経

営
も
必
要
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
会
社
の
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、

プ
ー
ル
と
宿
泊
は
切
り
離
し
て
プ

ー
ル
は
純
然
た
る
健
康
施
設
と
し
て
、

思
い
切
っ
て
無
料
に
し
て
誰
で
も

来
な
さ
い
と
い
う
事
に
す
る
の
か
、

も
っ
と
契
約
の
中
身
を
、
も
う
一

回
率
直
に
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
プ
ー
ル
閉
鎖
に
よ
り
足
摺
温
泉

郷
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に

な
る
の
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
身
を
持
っ
て
プ
ー
ル
の
効
用
を

感
じ
て
い
る
。
何
回
も
言
い
ま
す
が
、

会
社
が
プ
ー
ル
を
自
由
に
使
っ
て

下
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

思
い
切
っ
て
市
民
の
立
場
に
立
っ

て
損
得
を
度
外
視
し
て
で
も
考
え

る
く
ら
い
の
発
想
を
持
た
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。 

 

２
　
高
知
県
産
業
振
興
計
画

に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
本
市
の
振
興
計
画
に
つ
い
て
、
滞

在
型
・
体
験
型
観
光
の
推
進
を
図
る

に
は 

（
答
弁
） 

　
県
の
産
業
振
興
計
画
に
お
け
る

地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
観
光

分
野
に
つ
い
て
は
、
恵
ま
れ
た
自

然
と
文
化
を
生
か
し
た
滞
在
型
・

体
験
型
観
光
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

幡
多
圏
域
内
で
２
泊
３
日
以
上
の

周
遊
ル
ー
ト
を
作
成
し
推
進
す
る

と
し
て
お
り
、
更
に
は
、
教
育
旅

行
の
誘
致
や
着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。 

　
す
で
に
、
観
光
圏
整
備
事
業
で

は
海
や
漁
業
を
活
用
し
た
体
験
型

観
光
と
し
て
四
万
十
・
足
摺
エ
リ

ア
観
光
圏
整
備
計
画
と
し
て
国
の

採
択
を
受
け
て
お
り
、
本
年
度
よ

り
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。 

岡
林
喜
男
　
議
員 

１
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
平
成
22
年
２
月
改
定
の
保
険
料

額
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
広
域
連
合
と
し
て
正
式
に
示
す

の
は
、
平
成
22
年
１
月
末
に
な
る
。 

 

（
質
問
） 

　
短
期
証
交
付
状
況
は 

 
（
答
弁
） 

　
平
成
21
年
11
月
１
日
現
在
の
交

付
件
数
は
、
30
件
。 

（
質
問
） 

　
平
成
22
年
２
月
以
降
「
悪
質
滞
納

者
」
と
し
て
、
資
格
書
が
発
行
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。 

　
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
資
格
証
明
書
を
交
付
し
て
も
必

要
な
医
療
を
受
け
る
機
会
が
損
な

わ
れ
な
い
と
、
認
め
ら
れ
る
時
に

限
っ
て
交
付
す
る
。
窓
口
で
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
し
て
い
く
。 

 

（
質
問
） 

　
高
齢
者
の
安
心
実
現
の
た
め
に
、

新
政
権
の
公
約
に
あ
る
、
元
に
戻
す

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
早
期

廃
止
に
力
を
尽
く
す
べ
き 

 

（
答
弁
） 

　
早
期
廃
止
と
い
う
考
え
は
あ
り

ま
す
が
、
老
人
保
健
制
度
に
戻
す

全
国
一
律
の
制
度
と
し
て
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
現

実
論
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

２
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
公
費
助

成
の
現
状
は 

 

（
答
弁
） 

　
優
先
接
種
の
対
象
で
非
課
税
の

方
を
無
償
接
種
と
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
協
議
会
の
運
営
に
係
る
経
費
を

問
う 

 

（
答
弁
） 

　
セ
ミ
ナ
ー
開
催
費
用
等
は
除
き
、

事
務
局
費
と
し
て
は
、
月
当
た
り

事
務
機
リ
ー
ス
料
等
20
万
円
、
人

件
費
67
万
円
で
あ
り
ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
職
業
紹
介
の
資
格
を
取
っ
た
と

聞
く
が
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
無
料
職
業
紹
介
責
任
者
の
資
格

を
取
り
ま
し
た
こ
と
で
、
事
業
者

と
求
職
者
の
雇
用
関
係
成
立
の
た

め
の
斡
旋
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
来
年
度
以
降
の
事
業
の
進
め
方

を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
新
た
な
提
案
を
す
る
た
め
、
現

在
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
国

に
聞
き
ま
す
と
二
度
目
の
提
案
は

採
択
さ
れ
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
事
務
を
進
め
申
請
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
最
悪
国
か
ら
不
採
択
が
な
さ
れ

た
場
合
、
土
佐
清
水
市
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

の
事
業
は
、
存
続
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
見
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
不
採

択
と
な
っ
て
も
、
月
90
万
、
年

に
１
’０
０
０
万
円
前
後
で
運
営
で

き
る
と
判
断
す
る
の
で
、
雇
用
対

策
の
一
番
大
事
な
部
分
で
も
あ
り
、

残
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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１
　
三
崎
地
区
漁
業
振
興
に

お
け
る
、
漁
業
従
事
者
の
声

と
提
案
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
清
水
漁
協
三
崎
支
所
の
事
務
所

は
、
早
朝
約
２
時
間
余
開
所
し
て

い
る
が
、
平
成
22
年
３
月
末
で
閉

鎖
と
聞
い
て
い
お
り
、
漁
民
か
ら

は
延
期
の
要
望
が
強
い
。
清
水
漁

協
に
存
続
を
市
か
ら
働
き
か
け
て

も
ら
い
た
い 

 

（
答
弁
） 

　
行
政
が
軽
々
に
よ
そ
の
組
織
に

干
渉
す
る
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
れ

ま
せ
ん
が
、
担
当
課
長
中
心
に
漁

協
と
詳
し
く
今
後
の
見
通
し
を
確

認
し
て
い
た
だ
い
て
、
行
政
と
し

て
出
番
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
出
る

し
、
何
ら
か
の
援
助
も
必
要
で
あ

れ
ば
前
向
き
に
考
え
る
。 

 

（
質
問
） 

　
漁
業
振
興
に
お
け
る
増
殖
施
策

と
し
て
「
大
月
町
に
お
い
て
は
ヒ
ノ

キ
・
杉
等
の
間
伐
材
を
活
用
し
て
効

果
が
あ
る
よ
う
で
す
」
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
詳
細
を
調
査
実
証
し
、
効

果
が
あ
れ
ば
、
本
市
の
沿
岸
部
に
も

沈
設
し
た
ら
い
か
が
か 

 

（
答
弁
） 

　
以
前
に
大
月
町
で
ヒ
ノ
キ
や
杉

の
葉
っ
ぱ
を
海
に
沈
め
て
い
る
の

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
担
当
課
が
調
査
し
て
効
果
が
あ

れ
ば
、
詳
細
に
調
査
を
行
い
、
デ
ー

タ
等
収
集
し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
市
と

し
て
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

２
　
道
の
駅
の
問
題
点
と
発

展
方
策
に
つ
い
て
問
う 
 

（
質
問
） 

　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
常
時
市

民
か
ら
「
道
の
駅
は
寂
し
い
、
発

展
方
策
は
、
い
つ
ま
で
あ
の
状
態

が
続
く
の
か
」
等
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
る
。
建
物
関
係
に
つ
い
て
市

長
の
ご
所
見
を 

 
（
答
弁
） 

　
建
物
に
つ
い
て
は
、
過
去
諸
般

の
事
情
で
あ
の
よ
う
な
建
物
に
な

っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
立
ち
寄

り
た
い
よ
う
な
雰
囲
気
に
補
強
す

る
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。 

　
子
ど
も
の
遊
具
を
３
０
０
〜
５

０
０
万
円
で
整
備
し
、
子
ど
も
が

く
れ
ば
、
親
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
来
る
と
思
う
。

自
然
と
人
と
の
交
わ
り
の
場
等
の

条
件
整
備
を
行
え
ば
商
品
も
売
れ

る
し
、
出
店
者
も
積
極
的
に
な
ろ

う
か
と
お
も
っ
て
い
る
。 

（
質
問
） 

　
経
営
者
と
生
産
者
の
関
係
改
善
・

商
品
開
発
等
に
つ
い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
現
状
に
つ
い
て
は
満
足
し
て
い

な
い
。
経
営
者
に
は
担
当
課
長
か

ら
指
導
し
た
い
。
商
品
の
出
店
に

つ
い
て
も
土
佐
食
に
協
力
を
願
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
経
営
者
に

も
生
産
者
と
の
認
識
の
づ
れ
が
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

橋
本
敏
男
　
議
員 

（
質
問
） 

　
本
市
は
、
国
が
や
る
べ
き
施
策
を

先
取
り
し
て
進
め
て
き
た
。
市
民
が

主
人
公
の
立
場
で
「
重
度
化
・
ま
ん

延
防
止
」
の
観
点
か
ら
、
優
先
接
種

対
象
者
の
無
償
接
種
を
ど
こ
ま
で

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
真
剣
に

検
討
す
べ
き 

 

（
答
弁
） 

　
無
償
接
種
に
つ
い
て
は
、
庁
内

で
も
検
討
し
て
き
た
。 

　
危
機
的
状
況
に
な
れ
は
、
広
げ

る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。 

 

３
　
保
育
分
野
の
制
度
・
規
制

改
革
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
制
度
改
革
と
し
て
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
、
国
と
自
治
体
の
責
任
を

後
退
さ
せ
る
保
育
所
へ
の
直
接
契
約
、

直
接
補
助
方
式
の
導
入
は
止
め
る

べ
き
。 

　
市
長
会
な
ど
適
切
な
場
所
で
反

対
を
ね
が
う 

 

（
答
弁
） 

　
基
本
は
、
保
育
所
の
充
実
強
化
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
が
柱
で
あ
る
。

充
分
検
討
し
、
大
事
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
規
制
改
革
で
保
育
所
の
最
低
基

準
緩
和
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
最
低
基
準
と
い
う
の
は
壊
し

て
は
い
け
な
い
最
後
の
基
準
で
あ
り
、

待
機
児
童
の
解
消
は
、
詰
め
込
み
で

は
な
く
、
保
育
所
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
解
消
す
べ
き
、認
識
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
本
市
の
場
合
は
心
配
な
い
が
、

全
国
的
に
最
低
基
準
を
変
え
る
こ

と
に
つ
い
て
は
心
配
し
て
い
る
。 

岡
　
宣
男
　
議
員 

１
　
税
外
債
権
の
適
正
管

理
と
処
理 

 

（
質
問
） 

　
水
道
料
金
の
未
納
は
現
有
す
る

債
権
管
理
台
帳
で
は
、
４
４
９
人
で

２
’
５
０
０
万
円
程
度
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
８
年
度
以
前
の
債
権
は
廃

棄
さ
れ
、
不
明
と
な
っ
て
い
る
事
実

に
つ
い
て
見
解
を
求
め
る 

 

（
答
弁
） 

　
担
当
課
に
事
実
確
認
を
し
て
大

変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
お
り
ま
し

て
、
深
く
反
省
を
し
、
今
後
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
厳
し
く

指
導
を
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
奨
学
資
金
の
滞
納
は
現
在
44
件

で
約
５
０
０
万
円
に
な
っ
て
お
り
、

時
効
が
見
え
隠
れ
す
る
中
で
、
ど
の

よ
う
な
方
策
で
回
収
す
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
今
ま
で
以
上
に
債
権
回
収
の
強

化
を
図
る
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、

今
後
は
「
訴
訟
手
続
き
に
よ
る
履

行
の
請
求
」
等
の
法
的
手
段
に
つ

い
て
の
検
討
も
し
て
い
く
。 

 

（
質
問
） 

　
保
育
料
の
滞
納
51
件
お
よ
そ

５
８
０
万
円
で
あ
る
が
、「
保
育
料

滞
納
規
則
」
に
準
拠
し
て
債
権
の
回

収
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
お
説
の
と
お
り
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
住
宅
使
用
料
滞
納
額
は
約
３
千
万

円
で
、
平
成
17
年
以
前
の
も
の
は

捨
て
ら
れ
勝
手
に
破
棄
さ
れ
て
い

る
事
実
が
あ
る
が
、「
公
平
負
担
の

原
則
」
や
「
市
民
資
産
保
護
」
の

観
点
か
ら
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

行
政
対
応
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
担
当
課
と
十
分
レ
ク
チ
ャ
ー
し

て
か
ら
、
も
う
一
度
答
弁
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
住
宅
新
築
資
金
貸
付
金
の
滞
納

額
７
’
２
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
毎 
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お
知
ら
せ 

 

土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会
委
員 

 

　
三  

浦  

順  

子  

氏（
三
崎
浦
） 

 

　
人
事
案
件
と
し
て
提
案
さ
れ
、

同
意
い
た
し
ま
し
た
。 

回
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
事
案
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
回
収
が
進
ん
で
い

な
い
の
は
何
か
特
別
な
理
由
で
も

あ
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
行
政
対
応
・
事
務
処
理
の
不
十

分
さ
と
い
う
の
は
ゆ
が
め
な
い
事

実
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
督
促
手
数
料
・
延
滞
金
の
徴
収

事
務
の
不
手
際
に
つ
い
て
は
、
明

ら
か
に
法
に
抵
触
し
た
行
為
で
あ
る
。

市
民
の
資
産
管
理
に
対
す
る
認
識

が
不
十
分
で
あ
り
、
市
民
に
大
き

な
損
失
を
与
え
て
き
た
事
実
を
看

過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
民

に
謝
罪
し
、
早
急
に
損
害
額
を
検

証
し
て
議
会
に
報
告
を
行
い
、
事

実
の
公
表
を
す
べ
き
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
ご
指
摘
は
ご
も
っ
と
も
で
、
可

能
な
限
り
数
字
を
出
し
て
市
民
に

お
詫
び
し
、
報
告
を
申
し
上
げ
た

い
。 

 

（
質
問
） 

　
債
権
整
理
を
行
う
上
で
、
債
権

整
理
条
例
の
制
定
は
不
可
欠
な
行

為
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
庁
内
の
検
討
委
員
会
の
結
論
を

見
て
、
当
然
な
が
ら
条
例
を
制
定

す
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
12
月
定
例
会
最
終
日
、「
土
佐
清
水
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
提
案
を
受
け
、議
員
の
中
か
ら
１
名
が
賛
成
討
論
、２
名
が
反
対
討
論
を
行
い
、採
決
の
結
果
、挙
手

多
数（
賛
成
12
）に
よ
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、議
員
定
数
は
現
行
の
16
人
か
ら
２
名

減
の
14
人
と
な
り
ま
す
。 

　
以
下
、本
案
の
提
案
理
由
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

【
提
案
理
由
】 

　
議
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
期
定
例
会
の
開
会
日
に
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
報
告
の
と
お
り
、議

会
運
営
委
員
会
に
て
集
中
的
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、各
議
員
の
判
断
に
よ
り
対
応
す
べ
き
と
の
結
果
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、土
佐
清
水
市
の
現
状
は
、時
代
の
変
化
に
伴
い
、少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、地
域
の
活
路

に
極
め
て
深
刻
な
問
題
を
呈
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
ま
す
世
界
の
金
融
危
機
と
経
済
不
況
は
我
が
国
を
は
じ
め
地
方
の
財
政
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
、長
引
く
不
況
か
ら
来
る
住
民
不
安
や
感
情
等
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、定
数
削
減

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
と
認
識
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
議
員
定
数
の
削
減
は
、平
成
７
年
６
月
議
会
で
22
人
か
ら
20
人
へ
、平
成
13
年
３
月
議
会
に
お
い
て
20
人

か
ら
18
人
へ
、平
成
17
年
12
月
議
会
に
18
人
か
ら
16
人
へ
と
、そ
れ
ぞ
れ
２
名
づ
つ
の
削
減
を
し
て
お
り
、今

回
の
条
例
改
正
に
つ
き
ま
し
て
も
16
人
か
ら
14
名
の
２
名
減
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、議
会
本
来
の
役
割
で
あ
る
行
政
に
対
す
る
提
言
、監
視
機
能
の
低
下
や

住
民
意
見
が
反
映
さ
れ
な
く
な
る
と
の
意
見
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、議
会
と
し
て
は
、住
民

の
負
託
に
答
え
る
と
と
も
に
、透
明
公
正
な
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
め
ざ
し
議
会
改
革
に
努
め
て
い
く
べ
き

と
判
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
申
す
ま
で
も
な
く
、議
会
は
市
政
の
議
決
機
関
と
し
て
真
摯
な
議
論
が
最
も
重
要
と
認
識
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。ま
た
、地
方
行
政
は
誠
に
厳
し
い
財
政
危
機
に
直
面
し
て
い
る
中
、山
積
す
る
行
政
課
題
の
解
決
や

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、今
後
官
民
一
体
に
よ
る
行
政
改
革
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
議
員
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、提
案
理
由
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

議
員
定
数
16
人
か
ら
14
人
へ
　 

　
　
　
　
　
　
議
員
定
数
削
減
条
例
案
可
決 
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■
行
政
視
察
報
告
 

  総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

　
11
月
10
日
〜
11
月
13
日
 

　
北
海
道
函
館
市
 

　
函
館
市
は
、債
権
回
収
対
策
室
を
新

設
し
、税
務
以
外
の
担
当
部
局
と
共
同

で
事
案
整
理
を
進
め
、個
々
の
事
案
の

具
体
的
な
解
決
策
を
検
討
、各
債
権
の

対
応
が
可
能
な
も
の
か
ら
、
順
次
に
、

滞
納
整
理
の
手
順
に
よ
る
催
告
、差
押

え
等
の
処
理
を
進
め
担
当
課
の
技
術

向
上
を
図
り
な
が
ら
、債
権
回
収
の
実

務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　
取
り
組
み
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
債
権
と
し
て
の
税
外
債
権
の

な
か
で
、
国
民
健
康
保
険
料
・
保
育

所
入
所
負
担
金
・
介
護
保
険
料
を
重

点
対
象
３
債
権
と
位
置
づ
け
積
極
的

な
徴
収
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
３

債
権
は
自
力
執
行
権
す
な
わ
ち
強
制

権
を
持
つ
公
債
権
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
い
段
階
で
の
取
り
組
み
が
期
待
で

き
る
債
権
で
即
効
性
が
高
く
実
績
が

短
期
間
で
証
明
で
き
ま
す
。
 

　
催
告
に
つ
い
て
は
、
仕
分
け
作
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
担
当
課
と
協
議

の
な
か
で
悪
質
滞
納
者
、
徴
収
強
化

対
象
者
を
選
定
し
、
最
終
的
に
は
滞

納
処
分
を
前
提
と
し
た
債
権
回
収
対

策
室
と
の
連
名
に
よ
る
催
告
送
付
を

行
う
と
同
時
に
分
納
誓
約
を
し
た
方

の
納
付
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
も
指

導
を
し
て
お
り
、
財
産
の
差
押
え
な

ど
の
滞
納
処
分
は
対
策
室
が
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
し
担
当
課
が
行
っ
て
い
ま

す
。
 

　
ま
た
、
私
債
権
は
民
法
の
適
応
を

受
け
る
た
め
取
り
組
み
が
難
し
く
滞

納
処
分
に
つ
い
て
は
、
司
法
の
介
在

を
求
め
ら
れ
る
厄
介
な
債
権
の
一
つ

で
あ
り
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
の

債
権
回
収
・
管
理
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
が
市
民
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
言
っ
て
も
憂
慮
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
の
で
、
時
効
の
消
滅
期

間
や
援
用
な
ど
民
法
上
の
手
続
き
を

し
っ
か
り
行
い
債
権
回
収
に
努
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

 産
業
厚
生
常
任
委
員
会
 

　
11
月
24
日
〜
11
月
26
日 

　
岐
阜
県
下
呂
市
 

　
 

　
「
地
産
地
消
流
通
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
、
家
庭
菜
園
を
営
む

個
人
や
農
家
等
の
生
産
者
と
温
泉
旅

館
、
道
の
駅
や
直
販
所
を
結
び
付
け

農
産
物
を
販
売
で
き
る
仕
組
み
の
構

築
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進

事
業
と
し
て
、
学
校
給
食
に
お
い
て
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
元
農

産
物
の
購
入
経
費
を
一
部
助
成
す
る

事
業
も
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
 

　
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
、
生
産

者
の
顔
が
見
え
、
新
鮮
で
「
安
全
・

安
心
」
な
地
元
農
産
物
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
消
費
者
と

の
交
流
が
深
ま
り
信
頼
が
生
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
や

多
品
目
少
量
生
産
で
、
規
格
外
品
等

で
の
対
応
が
出
来
る
な
ど
経
済
的
、

効
率
的
な
こ
と
か
ら
、
や
り
が
い
や

生
き
が
い
も
生
ま
れ
ま
す
。
 

　
農
業
に
よ
り
保
全
さ
れ
て
き
た
景

観
や
伝
統
的
な
食
文
化
な
ど
を
再
認

識
す
る
こ
と
に
加
え
、新
鮮
で
栄
養
価

の
高
い
地
域
食
材
を
多
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、食
習
慣
の
乱
れ
が
ち
な
子

ど
も
た
ち
の
食
の
改
善
、生
活
習
慣
病

の
予
防
対
策
な
ど
健
康
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
本

市
の
産
業
振
興
・
活
性
化
に
参
考
に
な

る
こ
と
が
大
い
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
 

  
■
委
員
長
報
告
 

  総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

 １
　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

 　
こ
の
議
案
は
、審
議
会
の
答
申
に
教

育
長
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
副
市
長

に
併
せ
て
１
割
減
を
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

　
委
員
か
ら
関
連
質
問
と
し
て
、
今

回
、
市
長
が
諮
問
し
た
報
酬
等
審
議

会
が
一
端
、
白
紙
と
し
た
上
で
市
長
、

副
市
長
の
報
酬
を
１
割
減
し
た
答
申

を
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
異
議
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
執
行
部
の
答
弁
で
は
、
市
長
の
諮

問
機
関
で
あ
り
市
長
の
思
い
は
減
額

が
柱
な
の
で
、
答
申
を
受
け
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
市
長
の
専
権
事
項
と

し
て
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
 

　
な
お
、審
議
会
へ
の
諮
問
方
法
に
つ

い
て
、市
長
か
ら
額
を
提
示
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、国
の
通
達
を
確
認
す
る

よ
う
要
請
し
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。 

　
 

２
　
土
佐
清
水
市
議
会
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

 　
議
員
報
酬
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開

会
日
に
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
と
お
り
、
中
山
間
地
域
の

過
疎
集
落
が
多
く
占
め
る
本
市
の
現

状
を
考
察
し
た
時
、
立
候
補
者
が
抑

制
さ
れ
議
会
の
新
陳
代
謝
が
諮
ら
れ

な
い
こ
と
、
市
政
へ
の
住
民
意
見
の

反
映
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら

賛
同
で
き
な
い
と
す
る
意
見
や
、
本

市
財
政
へ
の
影
響
や
昨
今
の
経
済
情

勢
か
ら
く
る
市
民
感
情
等
を
考
慮
し

た
と
き
削
減
は
や
む
を
得
な
い
と
の

意
見
な
ど
が
あ
り
、
各
議
員
で
判
断

す
る
事
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
当
委
員
会
に
お
い
て
も
、
市
長
選

挙
の
公
約
に
端
を
発
す
る
報
酬
削
減

に
は
賛
成
で
き
な
い
。
本
市
は
こ
れ

ま
で
行
革
推
進
に
よ
る
財
政
削
減
に

務
め
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
お
り
、

他
市
と
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
。
議
会
も
議
会
改
革
に
努
め
議
会

運
営
の
充
実
に
前
向
き
に
頑
張
っ
て

来
て
お
り
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
も

納
得
で
き
な
い
。
な
ど
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
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議会日誌 議会日誌 

11月 

10月 

１日 

９日 

１３日 

１５日 

２３日 

２６日 

２７日 

１日 

２日 

５日 

６日 

１０日 

 

１２日 

２０日 

２４日 

３０日 

 

４日 

７日 

８日 

２２日 

南国市市政施行５０周年記念式典 

総務文教常任委員会 

議会運営委員会・議会だより編集委員会 

産業厚生常任委員会 

平成２１年度トップセミナー（高知市） 

議会運営委員会 

平成２１年１０月幡多広域市町村圏事務組合議会定例会 

高知県戦没者追悼式（高知市） 

第３２回四国西南地域議会議長懇談会（八幡浜市） 

幡多三市議会議員研修会 

議会運営委員会 

総務文教常任委員会行政視察（北海道函館市　１０日～１３日） 

土佐清水市戦没者追悼式 

産業厚生常任委員会 

全国市議会議長会第１３６回社会文教委員会（東京都） 

産業厚生常任委員会行政視察（岐阜県下呂市　２４日～２６日） 

第３回臨時会 

議会運営委員会 

議会運営委員会 

議会運営委員会 

１２月定例会開会 

１２月定例会閉会 

12月 

○市議会を傍聴してみませんか。 

　開催日程など詳細は、事前に議会事務局 

（TEL８２－１１１２）までお問い合わせください。 

○次回の開会予定は３月初旬です。 

　日程が決まり次第、防災行政無線でお知らせいたします。 

○会議の詳しい内容は会議録をご覧下さい。 

　定例会の一般質問など会議での発言を記録した「会議録」を作成し 

　ています。 

　製本は次期定例会頃となります。どなたでも閲覧できますので、 

　市民図書館・議会事務局へおこしください。 

岡
林
　
幹
造 

岡
林
　
喜
男 

小
川
　
豊
治 

仮
谷
　
進
博 

橋
本
　
敏
男 

武
藤
　
　
清 

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り
　 

編
　
集
　
委
　
員
　
会 

編
集
後
記 

　
新
年
も
早
く
も
１
カ
月
を

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
政
治
・
経
済
情
勢
は
内

外
と
も
に
誠
に
厳
し
い
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。
新
年
度
に
向

け
て
、
市
民
生
活
の
安
定
と
市

政
発
展
の
た
め
、
重
要
施
策
で

あ
り
ま
す
雇
用
の
創
出
、
高
齢

者
対
策
や
地
場
産
業
の
振
興

等
積
極
的
な
事
業
展
開
を
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
議
会
と
し
て
も
、
本
市
の
厳

し
い
行
財
政
の
中
、
慎
重
な
審

議
の
結
果
、
昨
年
の
12
月
議
会

に
お
い
て
議
員
定
数
２
名
の

削
減
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
分
権
に
対
応
し
、
市
民
参

加
を
推
進
す
る
議
会
を
目
指

し
た
改
革
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
皆
様
の
格
別
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。 

　
本
年
は
寅
年
で
あ
り
、
力
強

く
前
へ
前
へ
進
み
、
勇
壮
で
邁

進
す
る
１
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

委
員
長
　
岡
林
幹
造 
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は
ば
た
け 

は
ば
た
け 

楽
し
い
未
来
へ

楽
し
い
未
来
へ 

楽
し
い
未
来
へ

楽
し
い
未
来
へ 

楽
し
い
未
来
へ 新

成
人 

新
成
人 

　
新
春
１
月
３
日
、
土
佐
清
水

市
文
化
会
館
に
お
い
て
、
142
人

の
新
成
人
出
席
の
も
と
、
は
た

ち
の
門
出
、
土
佐
清
水
市
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
成
人

を
代
表
し
、
岡

明
姫
さ
ん
、

福
山
隆
太
郎
さ
ん
が
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
成
人
と
し
て

の
決
意
を
誓
い
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
新
成
人
達
が
ま
だ
中
学

生
の
頃
の
懐
か
し
い
ビ
デ
オ

映
像
が
流
さ
れ
、
自
分
が
写
る

と
大
き
な
歓
声
が
お
こ
り
ま
す
。

　
ま
だ
あ
ど
け
な
さ
の
残
る

制
服
姿
や
、
懐
か
し
い
担
任
の

先
生
の
コ
メ
ン
ト
に
一
喜
一

憂
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
が
大
人
社
会
へ

ス
タ
ー
ト
で
す
。
様
々
な
出
来

事
を
体
験
す
る
で
あ
ろ
う
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
、
悔
い
を
残

す
こ
と
の
な
い
よ
う
一
日
一

日
を
大
事
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 

　
20
年
と
い
う
月
日
の
間
に

支
え
て
く
れ
た
人
達
を
思
い
、

ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
て

故
郷
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
る

日
が
楽
し
み
で
す
。
新
成
人
の

み
な
さ
ん
に
大
き
な
幸
あ
れ
！ 
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は
ば
た
け

は
ば
た
け 

は
ば
た
け

は
ば
た
け 

は
ば
た
け 

楽
し
い
未
来
へ 

楽
し
い
未
来
へ 新

成
人

新
成
人 

新
成
人

新
成
人 

新
成
人 
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清
医
会
だ
よ
り
「
元
気
が
一
番
」 

「
龍
馬
伝
」
と
「
結
核
」 

医療と介護の連携を考えるシンポジウム 
基調講演 

「在宅の暮らしを支える医療と介護の連携」 

「住み慣れた地域で安心して暮らし続けていくために」 

日　時　平成22年2月28日（日） 
　　　　13：00から16：00 
場　所　土佐清水市市民文化会館 
　　　　くろしおホール 

　　  土佐清水市寿町11－1 
　　  電話  0880-82-3300

13：05 ～ 14：15

パネルディスカッション 14：25 ～ 15：55

　
さ
あ
、我
ら
が
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ

ー「
龍
馬
伝
」が
始
ま
り
ま
し
た
。舞

台
は
土
佐
・
江
戸
・
長
崎
・
京
都
に
な

り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
盛
り
上

が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。特
に
高
知
県

に
と
っ
て
は
格
別
で
す
。 

　
福
山
雅
治
さ
ん
、か
っ
こ
い
い
で

す
ね
。さ
て
そ
の
第
一
話
で
は
龍
馬

さ
ん
の
母
親
が
亡
く
な
り
ま
す
。 

　「
結
核
」だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
降
、京
都
で
は
池
田
屋
を
襲
撃
し

た
新
撰
組
の
沖
田
総
司
も
喀
血
し

「
結
核
」で
亡
く
な
り
ま
す
。さ
ら
に

高
杉
晋
作
も
ま
た
志
半
ば
に
し
て

「
結
核
」で
亡
く
な
り
ま
す
。 

　
「
篤
姫
」
に
登
場
し
た
小
松
帯
刀

も
ま
た
若
く
し
て
「
結
核
」
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
幕
末
の
時
代
で
は
多
く
の
有
望

な
人
材
を
「
結
核
」
で
失
っ
て
い
ま

す
。
皆
若
い
で
す
ね
。
無
念
だ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
こ
の
よ
う
に
「
結
核
」
は
比
較
的

若
い
人
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。現

代
で
も
結
構
多
く
の
患
者
さ
ん
が

い
ま
す
。昔
の
よ
う
に
不
治
の
病
で

は
な
く
薬
で
治
り
ま
す
。手
術
も
必

要
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
薬
の
副
作
用
は
強
く
て

治
療
期
間
も
長
く
辛
い
闘
病
生
活

を
送
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
咳
な
ど
で
排
菌
し
て
い
る
場
合

は
隔
離
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。け
っ
し
て
過
去
の
病
気
で
は
な

い
の
で
す
。「
結
核
」は
結
核
菌
が
人

か
ら
人
へ
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
。我
が
国
の
結
核
患
者
さ
ん

は
か
な
り
減
少
し
ま
し
た
が
、ま
だ

３
万
人
を
超
え
る
患
者
さ
ん
が
毎

年
発
生
し
て
お
り
、大
人
か
ら
子
ど

も
へ
感
染
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
予
防
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
い
う
ワ
ク

チ
ン
を
使
い
ま
す
。接
種
方
法
は
ス

タ
ン
プ
方
式
で
上
腕
外
側
の
２
ヵ

所
に
押
し
つ
け
て
接
種
し
ま
す
。通

常
、生
後
３
ヵ
月
か
ら
６
ヵ
月
の
間

で
接
種
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。こ

れ
に
よ
り
「
結
核
」
に
対
す
る
免
疫

を
獲
得
し
ま
す
。 

　
お
子
さ
ん
に
は
し
っ
か
り
免
疫

を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。親
の
義

務
で
す
。不
摂
生
な
生
活
や
抵
抗
力

が
弱
い
人
が
罹
患
し
ま
す
。何
？
私

が
最
も
不
摂
生
？
ご
も
っ
と
も
な

意
見
で
す
。反
省
な
ら
猿
で
も
で
き

ま
す
が
・
・
・
・
私
に
は
無
理
？
　
　

健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

　
「
龍
馬
伝
」
が
始
ま
っ
た
嬉
し
さ

か
ら
無
理
や
り
「
結
核
」
を
テ
ー
マ

に
し
て
み
ま
し
た
。 

　
さ
あ
一
年
間
「
龍
馬
伝
」
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
龍
馬
さ
ん
、
頼
み
ま

す
ぜ
よ
。福
山
さ
ん
も
。 

　
け
ん
ど
・
・
ど
う
し
て
目
ク
ソ
は

目
尻
じ
ゃ
な
く
て
目
頭
か
ら
出
る

が
じ
ゃ
ろ
？ 

　
私
の
親
友
で
あ
る
東
京
在
住
の

皮
膚
科
医
か
ら
答
え
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。目
ク
ソ
は
死
滅
し
た
角
膜

上
皮
細
胞
が
涙
で
流
さ
れ
、涙
管
側

に
行
く
か
ら
目
頭
に
溜
ま
る
の
だ
・・・

と
。 

　
土
佐
人
と
し
て
立
派
に
説
明
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。責
任
は
持
て
ま

せ
ん
が
・・・・・
。 

安
田
医
院
　
安
田
琢
也 

大原  昌樹　香川県綾川町陶（すえ）病院長 

　医療機関の情報だけでなく、在宅から再入院することも想定した情報

が循環する「在宅版地域連携クリティカルパス」を運用しながら、介護支

援専門員の方と顔の見える関係づくりをされている陶（すえ）病院の取

り組みを紹介していただきます。 

コーディネーター　阿波谷 敏英　高知大学医学部  家庭医療学講座 教授 

コメンテーター　大原  昌樹　  香川県綾川町陶（すえ）病院　院長 

パネリスト 

　医師の立場から　溝渕  敏水　　渭南病院　診療部長 

　施設の立場から　中嶋  　準　　社会福祉法人清和会 あんきな家 施設長 

　地域の立場から　西本  久美香　土佐清水市社会福祉協議会 事務局長 

　介護の立場から　荒谷  祐一　　しみず居宅介護支援事業所 介護支援専門員 

　行政の立場から　杉村  章生　　土佐清水市長 

　医療や介護が必要な状態になっても、

土佐清水市で暮らし続けたい。 

　誰もが住み慣れた地域で安全・安心

な暮らしを送ることを目指して、関係

者が「医療と介護の連携・協力のあり方」

について協議を行います。 

主　　催 
土佐清水市の地域医療の連携を考える会議 

問い合わせ先 
高知県幡多福祉保健所地域支援室 

四万十市中村山手通19 
TEL　0880-35-5973



19 222

　予備自衛官補とは、主として自衛隊未経験者を予備

自衛官補として採用し、所定の教育訓練を経た後、予備

自衛官として任用する制度です。 

１ 予備自衛官補応募資格 

　　（一般及び技能による採用があります。） 

　（１）一般採用：日本国籍を有し18歳以上、34歳未満

　　　　　　　　の者（資格等は必要ありません。） 

　（２）技能採用：日本国籍を有し18歳以上で、保有する

　　　　　　　　技能・資格に応じて53歳～55歳未満（各

　　　　　　　　資格免許等細部等級については下記連絡先まで） 

２ 予備自衛官補から予備自衛官への任用 

　（１）一般採用：3年以内に50日間の教育訓練を修了し

　　　　　　　　た者は修了の翌日に陸上予備自衛官と

　　　　　　　　して任用されます。 

　（２）技能採用：2年以内に10日間の教育訓練を修了し

　　　　　　　　た者は修了の翌日に陸上予備自衛官と

　　　　　　　　して任用されます。 

３ 手　当 

　（１）教育訓練招集手当（教育訓練参加日数分支給） 

　　　予備自衛官補：日額７，９００円 

　　　予 備 自 衛 官：日額８，１００円 

　（２）教育訓練招集旅費：教育訓練出頭のための往復

　　　旅費が支給されます。 

　（３）予備自衛官手当：月額４，０００円 

　　　（予備自衛官として任用期間中支給） 

４ 受付及び試験日 

　（１）受付期間：平成22年１月12日（火）～４月 9日（金） 

　（２）試験期日：平成22年４月17日（土）～４月19日（月）

　　　（いずれか１日を指定されます。） 
 

　※細部不明な点は、自衛隊四万十地域事務所まで 

　　　　　☎０８８０－３５－３０９６ 

　予備自衛官とは、普段は社会人として仕事をしながら、

定期的に訓練を受け、有事の際には招集命令により出

頭し、自衛官となって、必要な後方の警備や後方支援又

は国民の保護のための措置等の任務にあたります。また、

災害時に必要と認められる場合には、災害招集命令に

より出頭し、自衛官となり災害救助活動等に従事します。 

日　時　平成22年2月18日（木） 
　　　　13時～15時30分（受付12時30分～13時） 
場　所　ＪＡ高知はた農協会館4階大ホール 
　　　　四万十市右山五月町7-40 
○仕事をお探しの方ならどなたでも参加できます。 
○参加費無料、面接会当日は履歴書（写真貼付）を 
ご持参ください。 
　※当日は公共交通機関をご利用ください 
　お問合せ先ハローワーク四万十　☎0880-34-1155

就職面接会 
「ワークチャンス2010」のお知らせ 

　
高
知
県
下
の
最
低
賃
金
は
次
の
と

お
り
で
す
。（〔 

〕内
は
効
力
発
生
日
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詳
細
は
高
知
労
働
局（
賃
金
室
）又

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 
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賃
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平
成
21
年
10
月
１
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時
間
額
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３
１
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高
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バ
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路
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応
用
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置
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映
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音
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機
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月
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８
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又
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５
ト
ン
以
上
の
貨
物
自

　
動
車
の
運
転
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０
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８
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又
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５
ト
ン
以
上
の
貨
物
自

　 

動
車
の
運
転
業
務
従
事
者) 

　
　
　
　
　
時
間
額
　
７
２
０
円 

 

　
高
知
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☎
０
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‐
８
８
５
‐
６
０
２
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ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、こ

こ
土
佐
清
水
市
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
を
迎
え

る
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、街
全
体
に
活
気
と
熱

気
が
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
の
12
月
15
日
付
け
で
「
高
知
県
警

察
の
設
置
及
び
定
員
に
関
す
る
条
例
」の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
中
村
警
察
署
の
所
在
地
及
び
管

轄
区
域
の
変
更
）
が
公
布
さ
れ
、
清
水
警
察
署
と

中
村
警
察
署
は
平
成
24
年
４
月
に
統
合
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
正
式
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。こ

の
こ
と
に
よ
り
清
水
警
察
署
は
平
成
24
年
４
月

か
ら
中
村
警
察
署
の
「
清
水
庁
舎
」
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
す
が
、市
民
の
皆
さ
ん

の
中
に
は
、「
警
察
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」と
思

わ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？ 

　
確
か
に「
清
水
警
察
署
」と
い
う
名
称
が「
清
水

庁
舎
」
と
な
り
、
警
察
官
等
も
20
名
程
度
に
な
り

ま
す
が
、勤
務
員
は
現
在
あ
る
清
水
警
察
署
の
建

物
や
駐
在
所
で
勤
務
を
続
け
、
事
件
・
事
故
へ
の

対
応
は
も
ち
ろ
ん
、免
許
の
更
新
や
そ
の
他
の
許

認
可
事
務
も
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現

在
５
ヶ
所
あ
る
駐
在
所
は
そ
の
ま
ま
残
り
、駐
在

署
員
が
駐
在
所
で
勤
務
す
る
日
数
は
今
ま
で
よ

り
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。清
水
警
察
署
の
統

合
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
大
変
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
き
ま
し
た
が
、統
合
後
も
職
員

全
員
が
力
を
合
わ
せ
、土
佐
清
水
市
の
安
全
と
安

心
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、こ
れ

ま
で
以
上
に
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
清
水
警
察
署
の
統
合
に
関
す
る
質

問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、下
記
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。 

清
水
警
察
署
長
　
山
本
繁
利 

予備自衛官補募集 

― 

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
！ 

　
　
　
　
使
用
者
も
　
労
働
者
も 

― 

最 

低 

賃 

金 

清
水
警
察
署
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ 

清　水　警　察　署　☎ 0880-82-0110 
警察本部警務部企画課　☎ 088-826-0110
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改
正
育
児 

介
護
休
業
法
説
明
会 

廣田二鳳 くん 
平成21年12月16日生 

山下真虎 くん 
平成21年12月15日生 

に ほ う 

高岡千宙 くん 
平成21年11月２日生 

ち ひ ろ 

新谷瑛心 くん 
平成21年12月31日生 

えいしん 

原  創太 くん 
平成21年12月４日生 

そ う た 

ま　 こ 

～ あたらしい土佐清水のなかまたち ～ ～ あたらしい土佐清水のなかまたち ～ うまれてきて
くれてありがとううまれてきて
くれてありがとううまれてきて
くれてありがとう

☆2級 ￥69,700 ☆進級 ￥34,000
試験と全く同じ艇、同じ水面で実技講習が受講できます！ 
実技講習の日程は、人数により変更になることがあります。 

学科講習・実技講習  3／6(土) → 国家試験  H22 3/22(月)

ボート免許教室、随時開催中！ ボート免許教室、随時開催中！ ボート免許教室、随時開催中！ ボート免許教室、随時開催中！ 

更新講習の受付、始めました！ 更新講習の受付、始めました！ 更新講習の受付、始めました！ 更新講習の受付、始めました！ 
オガワマリンサービス　　海事代理士　小川恵理奈 
高知県宿毛市坂ノ下1023-37　TEL 0880-63-5587　FAX 0880-63-5647 
090-2785-9074　URL http://www.ogawa-marine.com

試験料・講習料 
申請料等こみ 

　
少
子
・
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
、
労
働
者
が
仕
事

と
育
児
・
介
護
と
を
両
立

で
き
る
雇
用
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
、育
児
・
介
護

休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
改
正
法
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
。 ◎ 内　容 ○改正育児・介護休業法について 

　　 　　 ○就業規則への規定について　等 
　　　　  ※説明会終了後個別相談会も開催します。 
◎ お問い合せ 高知労働局雇用均等室　☎ 088-885-6041

　広報とさしみず送付のお礼として、

広報業務に役立ててくださいと、12月

10日に横浜市保土ヶ谷区在住の福山

廣幸　様からご厚意により寄付をいた

だきました。有効に活用させていただ

きます。ありがとうございました。 

ご芳志ありがとうございました。 

日　　時 場　　所 

四万十会場 
平成22年２月26日（金） 

13：30～16：00（予定） 

JA高知はた会館 

（四万十市右山五月町7-40） 

〜 

平
成
22
年
６
月
30
日 

　
　
　
　 

ス
タ
ー
ト 

〜 

JIS Q 9001：2000 
(ISO9001：2000)認証取得 
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第34回足摺半島一周駅伝大会 

第５回　高知県ウォーキング協会　四国マーチングリーグ加盟大会 第５回　高知県ウォーキング協会　四国マーチングリーグ加盟大会 第５回　高知県ウォーキング協会　四国マーチングリーグ加盟大会 

花へんろ足摺温泉ジョン万ウォーク 花へんろ足摺温泉ジョン万ウォーク 花へんろ足摺温泉ジョン万ウォーク 

～ご声援をお願いします～ 職 員 募 集 
土佐清水市商工会議所 

（文化会館担当） 
募集人員　若干名 

応募資格　高等学校を卒業した者であって、パソ

　　　　　コン（ワード・エクセル）のできる者。 

　　　　　普通自動車第一種免許 

応募期間　2月25日（木）迄に履歴書 

　　　　　（自筆・写真添付）を持参（郵送不可） 

採用試験　一次試験  3月2日（火）午前10時（作文） 

二次試験　　　　　〃　　　　午後１時（面接） 

試験会場　土佐清水市商工観光会館 

　　　　　２階中ホール（土佐清水市寿町11-16） 

採用通知　3月8日（月）郵送にて発送 

採用予定年月日　平成22年4月1日（木） 

　※詳細は土佐清水市商工会議所までお問い

　　合せください。　☎ 0880-82-0279

　豪快に黒潮が踊る足摺岬、　豪快に黒潮が踊る足摺岬、先端に立つ白亜の灯先端に立つ白亜の灯
台とその周りを彩る椿、台とその周りを彩る椿、２月は足摺岬が美しい時２月は足摺岬が美しい時
季です。『遍路道』や『椿のトンネル』などの自然豊
かな足摺路を歩くコースになっています。かな足摺路を歩くコースになっています。皆さま皆さま
是非ご参加下さい。 

　豪快に黒潮が踊る足摺岬、先端に立つ白亜の灯
台とその周りを彩る椿、２月は足摺岬が美しい時
季です。『遍路道』や『椿のトンネル』などの自然豊
かな足摺路を歩くコースになっています。皆さま
是非ご参加下さい。 
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２
月
21
日（
日
）午
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８
時
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タ
ー
ト（
７
㎞
・
14
㎞
・
25
㎞
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各
ス
タ
ー
ト
の
30
分
前
か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
） 

受
付
場
所
　
足
摺
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小
学
校
校
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参 

加 

費
　
１，
０
０
０
円（
小
学
生
以
下
無
料
） せっかくウォークせっかくウォーク（竜串海中公園を歩きます）（竜串海中公園を歩きます） 

　開催日時　2月19日（金） 

　受　　付　午後1時30分～ 

　スタート　午後2時 

　受付場所　爪白園地 

　参 加 費　1,000円 

参加者交流会 
　開催日時　2月20日（土） 

　　　　　　午後4時30分～午後6時30分 

　会　　場　足摺岬小学校 

　参 加 費　1,000円 

せっかくウォーク（竜串海中公園を歩きます） 
　開催日時　2月19日（金） 

　受　　付　午後1時30分～ 

　スタート　午後2時 

　受付場所　爪白園地 

　参 加 費　1,000円 

参加者交流会 
　開催日時　2月20日（土） 

　　　　　　午後4時30分～午後6時30分 

　会　　場　足摺岬小学校 

　参 加 費　1,000円 

　毎年恒例の足摺半島一周駅伝大会が下記日程にて開催さ
れます。皆様の暖かいご声援をよろしくお願いいたします。 

開催日時　2月28日（日） 
　　　　　午前10時スタート 
　　　　　（足摺岬市営駐車場～津呂～窪津～浦尻運動公園） 
　　　　　正午　再スタート 
　　　　　（浦尻運動公園～中浜～臼碆～松尾～足摺岬市営
　　　　　  駐車場） 
参加予定　県下市町村職員７７チーム 
主　　催　（財）高知県市町村職員互助会 
主　　管　土佐清水市 
協　　賛　高知県市町村職員共済組合・高知市厚生会 
後　　援　土佐清水市教育委員会・土佐清水市観光協会 
　　　　　足摺岬地区旅館組合 

市役所総務課人事係 ☎（82）-1111内線213

■教 室 名：公文式 土佐清水教室 

■教室住所：土佐清水市栄町17-9 

■指導者名：岡田美智子 

■連 絡 先：82-4036 

■学 習 日 

　月・火・木・金／午後3時～午後8時 

　月・木/午前11時～正午（未就園児） 

　午後5時30分～午後6時30分（就園児） 

幼児タイムOPEN
一緒に子育てを楽しみましょう  　～学習は親子でつくるハーモニー～ 



 

佐々木高志（下ノ加江分団副分団長） 

宮崎　幸和（下ノ加江浦部団員） 

濱渕　久嗣（下ノ加江浦部団員） 

川口　　誠（小方部団員） 

岡田　博明（小方部団員） 

横山　保幸（市野々部班長） 

神原　良昌（久百々部班長） 

岡田　三千年（大岐部班長） 

岡林　大志（以布利部部長） 

山本己喜夫（以布利部団員） 

中平　義久（以布利部団員） 

竹内　哲也（窪津部班長） 

山本　宏和（津呂部班長） 

林　　英信（津呂部班長） 

弘田　　靖（津呂部団員） 

山下　昭治（足摺岬部団員） 

鎌戸　孝光（大浜部団員） 

武政　嘉八（中ノ浜部部長） 

吉永　正幸（中ノ浜部団員） 

宮本　重光（中ノ浜部団員） 

樽井　浩一（第二部班長） 

池内　正樹（第二部班長） 

笹本　泰秀（第二部団員） 

早川　　聡（第三部部長） 

久松　義行（第三部団員） 

上原　克行（浦尻部班長） 

前田　　平（浦尻部班長） 

谷本　静雄（養老松崎部班長） 

小松　英朗（養老松崎部団員） 

依光　直喜（養老松崎部団員） 

小野　統雄（上野部団員） 

安岡　俊和（三崎浦部班長） 

岡原　　強（竜串部団員） 

上田　勝吉（平ノ段爪白部団員） 

西山　宣宏（平ノ段爪白部団員） 

村井　由幸（下川口部団員） 

山下　年史（宗呂下部団員） 

黒石　敏英（宗呂下部団員） 

◎団長表彰（功績章） 
浜口　　敏（布部団員） 
濱田　欣也（市野々部団員） 
武山　幸弘（小方部団員） 
森田　史生（小方部団員） 
川村　澄男（久百々部団員） 
畠中　敏也（以布利部班長） 
岡林　　玲（以布利部班長） 
藤原　直人（以布利部団員） 
樽井　　誠（窪津部班長） 
山本　達雄（足摺岬部班長） 
次田　耕児（松尾部部長） 
大住　裕紀（大浜部団員） 
山本　　悟（中ノ浜部団員） 
速川　佳彦（益野部団員） 
松本　　崇（三崎浦部団員） 
武本　元利（三崎浦部団員） 
継田　裕也（下ノ段部団員） 
宮添　茂喜（竜串部部長） 
岡崎　　衛（竜串部団員） 
平田　泰三（平ノ段爪白部班長） 
佐野　　靖（平ノ段爪白部団員） 
島岡　　功（平ノ段爪白部団員） 
大田原春平（下川口部班長） 
羽代　智士（宗呂下部団員） 

◎市長感謝状（内助功労) 
（　）内は分団名・夫名 

江口　史江（下ノ加江分団・勝則） 

岡田あさみ（下ノ加江分団・應夫） 

山本　和美（清水第一分団・宏和） 

加久見晶世（清水第一分団・一広） 

樽井　陽子（中央分団・浩一） 

上原佐都美（中央分団・克行） 

安岡　佳代（三崎分団・俊和） 

西山ミルナ（三崎分団・宣宏） 

黒石　珠美（下川口分団・一行） 

松下美佐代（下川口分団・勝幸） 
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◎市長表彰（永年勤続功労章） 
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おめでとうございます。（敬称略） 

※表彰を受けられたのは次の方々です。 

おめでとうございます。（敬称略） 

※表彰を受けられたのは次の方々です。 

おめでとうございます。（敬称略） 
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女性消防隊による安全で災害に強い地域づくり推進事業 

（宝くじ助成）で軽可搬消防ポンプ等を購入 

女性消防隊による安全で災害に強い地域づくり推進事業 

（宝くじ助成）で軽可搬消防ポンプ等を購入 

女性消防隊による安全で災害に強い地域づくり推進事業 

（宝くじ助成）で軽可搬消防ポンプ等を購入 

　Ｄ－１級軽可搬消防ポンプ１台、組立水槽２基、 
イージーアップテント２基、 

　平成21年中に本市で発生した火災は14件、火災種

別として建物火災9件、林野火災0件その他5件。負傷

者は４名でした。出火原因は、火の不始末などのちょ

っとした不注意が目立ちます。 

　また救急出場件数は843件（前年比74件増）、搬送人

員815人（前年比76人増）で急病（499件476人）、交通

事故（63件71人）、一般負傷（139件135人）、転院搬送

（109件109人）、その他（33件24人）過去最高の件数

となりました。 

　年齢別では、65歳以上の高齢者が586人（前年比45

人増）で全体の71．9％を占め高齢者の搬送が多くな

っています。 

　救助出場件数は、13件（前年比3件増）、救助人員8人

（前年同数）救助種別として交通事故（4件2人）、一般

負傷（1件1人）、水難（5件2人）、その他（3件3人）と

なっています。 
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宝 く じ は  
豊かさ築く 
チカラ持ち。 

宝くじは、広く社会に 
役立てられています。 

平成２１年の 

土佐清水市火災・救急・救助の概要 

消 
防 

　市では、市では、（財）（財）日本消防協会が行う日本消防協会が行う「女性消防隊による安全で災害に強い地域「女性消防隊による安全で災害に強い地域

づくり推進事業」の助成を受けて、下記の備品類を購入しました。 

　この事業は、　この事業は、同協会が同協会が（財）自治総合センターから受け入れる助成金自治総合センターから受け入れる助成金を財源

として、女性消防隊や婦人防火クラブの育成強化を図るための助成を行い、安

全で災害に強い地域づくりを推進するとともに、宝くじの普及宣伝を目的と

して行われているものです。 

　市では、（財）日本消防協会が行う「女性消防隊による安全で災害に強い地域

づくり推進事業」の助成を受けて、下記の備品類を購入しました。 

　この事業は、同協会が（財）自治総合センターから受け入れる助成金を財源

として、女性消防隊や婦人防火クラブの育成強化を図るための助成を行い、安

全で災害に強い地域づくりを推進するとともに、宝くじの普及宣伝を目的と

して行われているものです。 

　土佐清水市では、地域の防災に役立て

ていただくため、小型動力ポンプ付積載

車３台を１月８日付けで、大浜部、立石部、

竜串部の３カ所へ配備しました。 

　土佐清水市では、地域の防災に役立て

ていただくため、小型動力ポンプ付積載

車３台を１月８日付けで、大浜部、立石部、

竜串部の３カ所へ配備しました。 
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優先接種対象者 予約受付開始日 接種開始日 

24222

月 土 金 木 水 火 

外科・胃腸科・内科・脳外科・小児科・救急は毎日診療しています。 

 

老 年 病 科  

皮 膚 科  

眼 　 　 科  
泌 尿 器 科  
耳 鼻 科  
整 形 外 科  
老年病科（第1・2・4） 
第 二 内 科  
第三内科（第４） 
心療内科（第２） 

眼 　 　 科  

整 形 外 科  

第 二 内 科  

 

第 一 内 科  

診
療
科
目 

医療法人　聖真会 

■手洗いうがいを心がけましょう 
看護師・理学療法士・ケアマネ・薬剤師・登録ヘルパー 
随時募集しています。（4週8休制）担当：上岡 

詳しくはホームページをご確認ください。 

2月 の 診 療 予 定 

渭 南 病 院 
い　  なん　  びょういん 

土佐清水市越前町6-1 
　　　　　☎82-1151（代） 

http://www.inan-hp.jp/

お問い合わせは 
　　　メール： taro-kamioka@inan-hp.jp

基礎疾患を有する方（最優先） 

妊婦 

基礎疾患を有する方（その他） 

乳幼児（1～6歳） 

小学1年～3年生 

1歳未満児等の保護者 

小学4年～6年生 

中学生～高校生の年齢該当者 

65歳以上 

10月30日～ 

10月30日～ 

11月 6日～ 

11月 6日～ 

11月13日～ 

12月 4日～ 

12月 4日～ 

1月 5日～ 

1月 5日～ 

11月16日 

11月16日 

12月 4日 

12月 4日 

12月 4日 

12月18日 

12月18日 

1月15日 

1月15日 

　新型インフルエンザワクチンの優先接種対象者のうち、中学生～高校生の年齢該当者への個別接種と

65歳以上の方への接種が1月15日から開始されています。 

　接種できる医療機関は、国に届出済みの受託医療機関です。市内医療機関は下記のとおりです。 

※ワクチン接種は予約制です。医療機関へご連絡のうえ受診して下さい。 

※1歳未満児等の保護者とは… 

　1歳未満の小児の保護者、優先接種

対象者のうち身体上の理由により予

防接種が受けられない者の保護者です。 

※優先接種対象者以外の方への接種は、

　２月１日より開始されます。 

　（優先接種対象者への接種状況等によ

　り今後変更される可能性があります。） 

新型インフルエンザのワクチン接種、予防対策について 新型インフルエンザのワクチン接種、予防対策について 

＊接種開始時期（1月19日時点） 

＊ワクチン接種場所について 

 入院患者のみ 

 通院･入院患者のみ 

 通院･入院患者、それ以外の方 

対　象　者 

土佐清水病院 

松谷病院・松谷内科・安田医院 

渭南病院・足摺病院・かずクリニック・足摺岬診療所 

医　　療　　機　　関 

新型インフルエンザ予防対策 
◎うがい・手洗い・マスクがあなたを守る 
　インフルエンザはおもに感染者のせきやくしゃみに含まれるウイ
ルスを吸い込むことで感染します。外出後はうがいと手洗いを徹底
して体についたウイルスを除きましょう。 
　せきやくしゃみをしている人がいれば近寄らない。マスクで防ぐ
ことも大切です。 
 
◎ひろげよう！せきエチケット 
　・せきをしている人はマスクをつけましょう。 
　・せき、くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を 
　　押さえ、周りの人から顔をそむけましょう。 
　・使用後のティッシュはすぐにゴミ箱に捨てましょう。 
　・うがい、手洗いを忘れずに。 
　・十分な休養とバランスのよい食事を。 

　新型インフルエンザワクチン

接種は任意接種であり、義務

的なものではありません。

接種にあたっては、ワクチン

接種の目的や副反応の可能性

などをご理解のうえ、ご本人

の意志で接種を受けてくだ

さい。 

　新型インフルエンザワクチン

接種は任意接種であり、義務

的なものではありません。

接種にあたっては、ワクチン

接種の目的や副反応の可能性

などをご理解のうえ、ご本人

の意志で接種を受けてくだ

さい。 



水産商工課からおしらせ 

中央公民館からおしらせ 

お問合せ先　水産商工課　℡82-1114

お問合せ先　中央公民館　℡82-0472

高齢者をねらった近年の相談事例集 
※国民生活センターより 
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　「あなたの短歌を新聞に掲載しませんか」「あなたの短歌を新聞に掲載しませんか」と電話で勧と電話で勧

誘を受け、誘を受け、何度も契約を迫る手口です。何度も契約を迫る手口です。掲載日までの日掲載日までの日

がなく、がなく、解約が難しい例や他県の地方版への掲載とい解約が難しい例や他県の地方版への掲載とい

う例もあります。う例もあります。電話での説明になるため、電話での説明になるため、契約内容を契約内容を

十分に理解できない状況で契約をしてしまう場合もあ

ります。 

　「あなたの短歌を新聞に掲載しませんか」と電話で勧

誘を受け、何度も契約を迫る手口です。掲載日までの日

がなく、解約が難しい例や他県の地方版への掲載とい

う例もあります。電話での説明になるため、契約内容を

十分に理解できない状況で契約をしてしまう場合もあ

ります。 

日時：2月27日（土） 

　　　午後1：00～3：30 

場所：中央公民館 3階ホール 

　中央公民館では、恒例の『文化展』の

みならず、芸能･体操の分野においても

活動発表会を行います。 

　大正琴、詩吟、民踊、歌謡体操、3Ｂ体

操など様々なサークル活動を行い、み

んなで和気藹々、楽しみながら健康づ

くり、生きがいづくり、技能の向上にと

りくんでいます。 

　日頃の活動の成果を、ぜひご覧くだ

さい。 

　みなさまお誘いあわせのうえご来場

ください！！ 

　入場は無料です。 

期間：2月19日（金）～21日（日） 

時間：午前9：00～午後5：00 

　　　（最終日は午後3：00まで） 

場所：中央公民館 

　　　（3階ホール） 

　公民館では、絵画、陶芸、パッチワーク、

俳句等のサークル活動を行っています。 

　1年を通じて独自性、自主性を尊重し

ながらお互いの親睦を図り、文化をよ

り豊かに発展させるために活動してい

ます。 

　その活動の成果を今年も下記の日程

で発表・展示いたします。みなさまお誘

い合わせのうえご来館下さい。 

　ＮＴＴ職員を装い、　ＮＴＴ職員を装い、「電話が通じない」「電話が通じない」「電話機が故障「電話機が故障

している」している」などと訪問し、などと訪問し、不必要な電話機の購入を迫る不必要な電話機の購入を迫る

手口です。手口です。屋外の保安器内部に細工をし、屋外の保安器内部に細工をし、電話を不通状電話を不通状

態にします。態にします。その場で支払はせず、その場で支払はせず、契約している電話会契約している電話会

社に確認しましょう。 

　「購入しないと不幸になる」と脅かされ、高額な掛け

軸の契約を迫る手口です。軸の契約を迫る手口です。「有名な寺院の高僧の直筆」「有名な寺院の高僧の直筆」「大「大

勢の中から選ばれた」勢の中から選ばれた」などの誘い文句もあります。などの誘い文句もあります。電話電話

での勧誘が多く、での勧誘が多く、長時間の勧誘や断っても契約書を送長時間の勧誘や断っても契約書を送

りつけてくる例などがあります。りつけてくる例などがあります。必要のない場合はき必要のない場合はき

っぱり断りましょう。 

　総務省をかたって不必要な地デジ用部品の購入や工

事を契約させる手口です。事を契約させる手口です。総務省の関係者が訪問して、総務省の関係者が訪問して、

地デジ用品を点検したり、地デジ用品を点検したり、物を販売することはありませ物を販売することはありませ

ん。ん。地デジにわからないことがあるときは、地デジにわからないことがあるときは、地デジコー地デジコー

ルセンタールセンター「0570-07-0101」またはまたは「03-4334-1111」へごへご

相談ください。 

　ＮＴＴ職員を装い、「電話が通じない」「電話機が故障

している」などと訪問し、不必要な電話機の購入を迫る

手口です。屋外の保安器内部に細工をし、電話を不通状

態にします。その場で支払はせず、契約している電話会

社に確認しましょう。 

　「購入しないと不幸になる」と脅かされ、高額な掛け

軸の契約を迫る手口です。「有名な寺院の高僧の直筆」「大

勢の中から選ばれた」などの誘い文句もあります。電話

での勧誘が多く、長時間の勧誘や断っても契約書を送

りつけてくる例などがあります。必要のない場合はき

っぱり断りましょう。 

　総務省をかたって不必要な地デジ用部品の購入や工

事を契約させる手口です。総務省の関係者が訪問して、

地デジ用品を点検したり、物を販売することはありませ

ん。地デジにわからないことがあるときは、地デジコー

ルセンター「0570-07-0101」または「03-4334-1111」へご

相談ください。 

電話機の悪質な訪問販売電話機の悪質な訪問販売

掛け軸の電話勧誘販売掛け軸の電話勧誘販売

短歌の新聞掲載の電話勧誘短歌の新聞掲載の電話勧誘

地デジ用部品の訪問販売地デジ用部品の訪問販売

～入場無料～ ～入場無料～ 

○日　　程：3月1日、2日、8日 
　　　　　　午後1：30～3：00（３回講座） 
○場　　所：中央公民館　和室 
○対　　象：市内一般成人 
○講　　師：東　　陽　子（折り紙） 
　　　　　　馬場　理和子（切り紙） 
○募集人員：15名(申し込み〆切 2月16日) 
○内容 
　※「やさしい　おりがみ」（３月１日、２日）
　　やっこさん、吹きごま、おひなさま、
　　つばめなど、伝承折り紙を中心に 
　　した、やさしい折り紙教室です。 
 
　※「毎日の暮らしに生かす　切り紙」 
　　（３月８日） 
　　折りたたんだ紙をハサミで切り抜
　　くと出来上がる、様々な美しい紋様。
　　紋切りほか、切り紙の 
　　楽しさを体験しませ 
　　んか。 
○持って来る物：ハサミ 

　契約してから、8日以内であればクーリングオフの手

続きができます。特徴は、スーパー近くや高齢者の集ま

りそうな場所で、商品引換券を配るなどして区長場等

の会場に誘います。「無料・格安」の文字に惑わされない

「買う気がなければ会場に行かない」の注意が必要です。 

　「近くで展示会するから挨拶に来た」と言われ、粗品

の引換券をもらった。行ってみたら、近所の家で日用品

を配っていて、「手をあげた人の早い者勝ち」と、次々に

商品が配られた。そして、最後に高額な羽毛布団を勧め

られ、思わず手をあげて購入してしまった。しかし、後

になって考えると高額で支払えないので解約したい。 

※家族や周囲の人が次のような事に気付いた 

　ときは、詳しい経緯を確認しましょう！ 

　・見慣れない商品がある 

　・同じ商品が必要以上にある 

　・見慣れない契約書や領収書がある 

羽毛布団・磁気マットレス等の寝具、 
健康器具、健康食品等 

こんなことありませんか？ こんなことありませんか？ こんなことありませんか？ 

解　決　解　決　法 解　決　解　決　法 解　決　法 

高
齢
者
を
ね
ら
う 

　
　
悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

扱われる主な商品例 

『平成２１年度 サークル発表会』 
公民館サークル文化展 ～　お知らせ　～ 

『折り紙・切り紙教室』 
～　市民教室のごあんない　～ 
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税　　務 

中村税務署 ☎0880-35-2135

○税務署での申告相談及び確定申告書の受付が始まります。 
　・平成21年分所得税確定申告の税務署における申告相談及び
　　確定申告書の受付は、 
　　　平成22年２月16日（火）から　平成22年３月15日（月）までです。 
 
○消費税及び地方消費税の確定申告 

（個人事業者）は、正しくお早めに 
　個人事業者の消費税及び地方消費税の申告と納税は、３
月31日（水）までとなっています。 
　期限を過ぎて申告や納税をされますと、本税のほかに加
算税や延滞税が必要となる場合がありますので、お早めに
申告と納税を済ませください。 

○株式等を売ったときは？ 
　株式をお売りになった方は、申告が必要です。ただし、証
券会社を通じて、特定口座における源泉徴収を選択した場
合には、申告を不要とすることができます。 
　また、上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除の特例の適
用を受けるためには、「所得税の確定申告書付表（上場株式
等に係る譲渡損失の繰越用）」を添付した確定申告書の提出
が必要です。 
　なお、所得税の申告と納税は、３月15日（月）までです。 

（消費税の確定申告をしなければならない人） 
○平成19年中の課税売上高が１千万円を超える人 
○平成19年中の課税売上高が１千万円以下の人で、　
平成20年12月31日（水）までに「消費税課税事業者選択
届出書」を提出している人 
※平成19年分の課税売上高が１千万円を超える方は、
平成21年中に課税売上や課税仕入がある場合、当該課
税売上高が１千万円以下であっても消費税及び地方消
費税の確定申告が必要になります。 

確定申告のご案内 

所得税の確定申告と納税は、３月15日（月）まで 

譲渡所得関係 

○贈与税の申告と納税をお忘れなく 
　平成21年１月１日から平成21年12月31日の１年間に、
個人からもらった財産の価額が110万円を超えると、贈与
税の申告と納税が必要となります。 
　平成21年分の贈与税の申告と納税は、３月15日（月）までです。 
　なお、贈与により取得した財産について、相続時精算課税
制度の適用を受ける場合や住宅取得等資金の非課税制度の
適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必
要となりますのでご注意ください。 
　また、各種の特例の内容や申告書と併せて提出する必要
がある書類などについて解説した「贈与税の申告のしかた」
及び贈与を受けられた土地、建物等についての評価額を計
算するために必要な「路線価図及び評価倍率表」については、
国税庁ホームページにおいて閲覧や出力ができます。 
　詳しくは、国税庁ホームページに掲載されているパンフレ
ットをご覧ください。 
 
○平成21年分の贈与税の申告の窓口での相談は、 
　平成22年２月１日（月）から　平成22年３月15日（月）までです。 

贈与税関係 

○さらに便利で使いやすく！イータックス。 
　自宅やオフィス、税理士事務所からインターネットを利
用して申告、申請・届出等ができます。 
また、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で
作成したデータは、そのまま電子申告することができます。
是非ご利用ください。 
　※このシステムに関する手続きの詳細は、e-Taxホーム
　　ページをご覧ください。 
e-Taxホームページ（　http://www.e-tax.nta.go.jp） 

国税電子申告・納税システム（e-Tax） 

中村税務署からのおしらせ 

税務課市民税係 ☎（82）1111内線258

　 平成22年度の市県民税・国保税等の面接相談を下記の日程
により行います。申告は個人単位ですので、所得を有する方は
それぞれ申告をしてください。 
　 この面接相談は皆様に納得していただける所得決定と、それ
に基づく市税などの納税をスムーズに行うために実施していま
すので、ぜひご利用ください。所得が無かった場合でもその旨
の申告をお願いします。もし無申告ですと市の各種サービスが
スムーズに受けられなかったり、国保加入の場合、低所得者に
対する国保税の軽減が受けられないといった不利益が生じるこ
とにもなりかねかせん。 
　 当日、都合の悪い場合は市役所税務課窓口で随時面接相談を
行っていますので、3月15日までに必ず申告をお願いします。 

市県民税・国保税等の面接相談のご案内 平成22年度 

申告で納得できる納税を ! ! ～申告は3月15日までに～ 

【申告のとき必要なもの】 
認印でかまいません 

収入と経費のわかる帳簿、領収書 

源泉徴収票または給与支払証明書 

源泉徴収票 

その証明書 

a.生命保険、地震保険等の控除証明書 

b.小規模企業共済等掛金、国民健康保険税、介護 

　保険料、後期高齢者医療保険料の領収書等、国民 

　年金保険料の控除証明書など 

前年中に支払った医療費の領収書と、医療費が保 

険で補てんされた場合は、その金額のわかるもの 

障害者手帳や療育手帳など 

寄附金の内容、額のわかる領収書や証明書 

税務課市民税係までご相談ください 

印鑑 

営業、農業、不動産所得のある方 

給与所得のある方 

公的年金等収入のある方 

個人年金や生命保険の満期がある場合 

 

前年中に支払った次のもの 

 

医療費控除を受ける場合 

障害者控除を受ける場合 

寄附金控除を受ける場合（寄附額が5,000円を超えていることが条件） 

風水害、火災、盗難などの災害で資産に被害を受け、 

雑損控除を受ける方 

時　間 
午前 9:30～11:30 

午後 1:00～ 3:00 

午後 3:30～ 4:00 
午前10:00～11:30 

午後 1:00～ 3:00 

午前 9:30～11:30 
午後 1:00～ 3:30 
午前10:00～11:30 
午後 1:00～ 3:00 
午前 9:30～11:30 

午後 1:00～ 4:00 

午前 9:30～ 4:00 
午前10:00～11:00 
午後 1:00～ 2:00 
午前10:00～ 2:00 

午前 9:00～ 4:00 

午前10:30～11:30 
午後 1:00～ 2:30 
午前10:00～ 3:00 
午前 9:00～11:30 
午後 1:00～ 3:00 
午前10:00～11:30 
午後 1:00～ 3:00 
午前 9:30～ 3:00 
午前10:00～11:30 
午後 1:00～ 3:00 

午前 9:30～11:30 

午後 1:30～ 3:00 

午前 9:00～ 4:00

場　所 
大津公民館 

貝ノ川郷集会所 

貝ノ川浦区長場 
宗呂下区長場 

宗呂上区長場 

爪白区長場 
平ノ段区長場 
上野区長場 
斧積区長場 
下益野区長場 

下川口市民センター 

三崎市民センター 
立石集会所 
久百々公会堂 
布漁民センター 

下ノ加江市民センター 

市野瀬集会所 
市野々集会所 
中浜会館 
大岐福祉センター 
以布利漁民センター 
津呂区長場 
足摺岬区長場 
窪津区長場 
大浜区長場 
松尾区長場 

加久見公会堂 

グリーンハイツ集会所 

市役所2階第1会議室 

対 象 地 区 
大津 
貝ノ川郷・横峯・歯朶ノ浦・
藤ノ川・鳥渕・鉾ノ平 
貝ノ川浦 
宗呂下 
宗呂上･坂井･有永･珠々玉･
木ノ川 
爪白 
平ノ段 
上野 
斧積 
下益野 
下川口郷・下川口浦･片粕･
松山 
三崎浦･下ノ段･竜串･浜益野 
立石 
久百々 
東谷・布郷･布浦 
下浦･船場･小方･長野･
大川内･鍵掛 
市野瀬 
市野 ･々大八 
中浜 
大岐 
以布利 
津呂 
足摺岬 
窪津 
大浜 
松尾 
加久見･加久見新町･
加久見入沢町･横道 
グリーンハイツ 

市街地･市内全域 

月 日 曜 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

月 

火 

火 

水 

木 

水 
木 

金 

2

3

10
11

9

8

5

4

3

1

2

26

24

25

23

22

19

18

17

16
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☆お問合わせ☆ 

幡多年金事務所　℡0880-34-1616 

市民課年金係　　℡82-1111内線255

　国民年金は、20歳から60歳までの40年間保険料を納

めることにより、満額の老齢基礎年金（792,100円）が

受けられることになっています。保険料を納められな

かったり、公的年金に未加入の期間があると、満額の基

礎年金は受けられません。また、保険料を納めた期間（免

除や学生納付特例が認められた期間を含む）が25年以

上なければ、年金を受けられない場合もあります。 

　任意加入制度は、60歳までに受給資格期間を満たせ

ない方や、期間は満たしていても、未納や未加入期間が

あるため減額となる年金を、より満額に近づけたいと

いう方のために、60歳以降も引き続き65歳まで国民年

金に加入できる制度です。 

　なお、昭和40年４月1日以前生まれの方は、65歳まで

に受給資格期間を満たせなかった場合、特例的に70歳

まで延長して任意加入することができます。ただし、任

意加入の方には免除制度は適用されず、必ず保険料を

口座引き落としにすることが義務付けられています。 

　くわしいことは、幡多年金事務所または、市民課年金

係にご相談下さい。 

年金・住民 
国民年金には任意加入制度があります 国民年金には任意加入制度があります 国民年金には任意加入制度があります 

　昨年末より老齢年金受給者で厚生年金の期間がある

方に対して｢標準報酬のお知らせ｣が送られ始めています。

届いた方は、厚生年金加入時の給料との確認をお願い

します。 

『厚生年金加入記録』の送付について 『厚生年金加入記録』の送付について 『厚生年金加入記録』の送付について 

相 

談 

無 

料 

秘 

密 

厳 

守 

お
気
軽
に 

　
ご
相
談
下
さ
い
。 

担 当 者　高知地方法務局所属 

　　　　　　　中村公証役場公証人 

予 約 制　平日に事前に電話予約を 

　　　　　して下さい。 

　　　　　（予約電話番号　0880-34-1728） 

相 談 日　平成22年2月28日（第4日曜日） 

開 催 時　午前9時から午後5時頃まで（1組約50分間） 

場　　所　中村公証役場（四万十市中村大橋通６丁目

　　　　　３番７号第一とらやビル４階） 

相談内容　遺言のほか、相続、金銭・不動産の貸借、離婚

　　　　　に伴う養育料・慰謝料・財産分与、高齢者等

　　　　　の財産管理など 

中村公証役場 ☎0880(34)1728

日曜･遺言等公証法律相談 

　市民課窓口で戸籍の証明（謄抄本）や住民票等の請求の
際には窓口に来られた方の本人確認が必要となります。各
種免許証、写真付住基カード、パスポート、外国人登録証な
ど（公的機関発行の顔写真付きのもの）をご提示下さい。 
　お持ちでない方は、健康保険証、介護保険証、年金証書、
学生証（顔写真付き）、印鑑登録証＋実印など、２つ以上の
ご提示をお願いします。 
 
 
 
「運転に自身がなくなったので運転免許証を返納したいが、
身分を証明するものがなくなるのは困る。」と迷っている
方は、公的な身分証明書としてご利用いただける「写真付
住基カード」を取得しませんか。 
　「写真付住基カード」は、銀行や郵便局、市役所の窓口で
の本人確認が必要な時にご利用できます。 
　申請の際には下記のものを持って市民課住民係の窓口
までお越し下さい。 
　○　運転免許証・パスポート・身体障害者手帳・官公署が
　　　発行した顔写真付証明書など 
　　　上記のものをお持ちでない方は、印鑑登録している
　　　実印と印鑑登録証 
　○　印鑑 
　○　写真（縦4.5cm×横3.5cmで撮影より６ヶ月以内の 
　　　無帽・無背景・正面向きで、鮮明に写っており本人と
　　　確認ができるものが１枚） 
 
　※申請後、カードの交付までに１０日程かかります。 
 
１．受付時間：午前９時から午後５時まで 
　　　　　　 （土日祝日と午後12時から午後1時までを除く） 
２．手 数 料：500円（カードをお渡しする時にお支払い 
　　　　　　  いただきます。） 
 
　住基カードには電子申請で本人確認ができる電子証明書
を記録することができます。自宅にいながらインターネッ
トを通じて一部の行政機関へ申請手続きを行えます。住基
カードを取得したうえで、公的個人認証サービスの電子証
明書をカードに記録（別途５００円の手数料が必要です。）し、
パソコンの設定をしてカード読取機（ＩＣカードリーダラ
イタ）を揃えたらホームページで申請や届出ができます。 
 
　公的個人認証ポータルサイト　http://www.jpki.go.jp/ 
　e-Taxホームページ　　　http://www.e-tax.nta.go.jp/ 
　ICカードリーダライタ普及促進協議会ホームページ　
　　　　　　　　　　　　  http://www.jpki-rw.jp/ 
 
 
 
　公的個人認証サービスの電子証明書の有効期間は３年
です。有効期間が満了になりますと、失効してしまいます。
失効した場合には、国税の電子申告などの電子申請・届出
に使うことができなくなりますので、有効期間が満了にな
る前に更新手続きが必要になります。更新を希望する方は
下記のものを持って市民課住民係の窓口までお越し下さい。 
　なお、現在の電子証明書が失効した後でも、新しい電子
証明書の発行を受けることができます。 
 
　○　更新する電子証明書が格納された住基カード 
　○　本人確認のために必要な資料（写真付の公的な証明書：
　　　運転免許証、パスポート、写真付住基カード　等） 
　○　発行手数料５００円 

本人確認が必要です。 

住民基本台帳カードを取得しませんか。 

公的個人認証サービスの電子証明書の発行を受けている方へ 
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雇用期間：６ヵ月以内（６ヵ月延長の場合があります） 

受付期間：随時受付 

申込方法：履歴書又は登録申込書（市役所・各市民センター

　　　　　にあります）を市役所総務課人事係まで提出し 

　　　　　てください。 

　　　　　※採用については、各部署で人員が必要になっ

　　　　　た場合に、その都度登録いただいた方に勤務条

　　　　　件等を照会のうえ決定します。 

資格等 

無 

保育士資格 

保健師資格 

介護福祉士また

は2級ヘルパー

取得者で夜間勤

務（月数回）可能

な方 

正看護師または

准看護師資格 

調理師資格 

勤務内容 

事務職員の補助 

園児の保育 

保健師業務 

 

しおさい入所者

の介護 

 

しおさい入所者

の看護 

保育所及びしお

さいの調理 

賃金 

6,700円/日 

7,100円/日 

10,000円/日 

 

 

7,100円/日 

 

 

9,600円/日 

7,100円/日 

職種 

一般事務職 

保育士 

保健師 

 

 

介護員 

 

 

看護師 

調理師 

募 
集 　土佐清水市では、業務の繁忙期などで一時的

に人員が必要になった場合に臨時職員を任用し

ております。この登録制度は、あらかじめ登録いただいた

中から条件に合う方を採用させていただくためのもので

す。ご応募をお待ちしております。登録募集職種と内容は

次のとおりです。 

市臨時職員の登録募集 
募集職種　非常勤職員（事務補助）　 
募集人数　3人 
業務内容　一般事務補助 
応募資格　平成22年4月1日現在で40歳未満 
任　　期　平成22年4月1日から平成25年3月31日まで 
　　　　　（1年更新で3年間） 
勤務場所　市内３市民センター 
勤務時間　1日6時間 
勤 務 日　月曜日から金曜日 
待　　遇　市条例による　 
応募方法　平成22年2月12日（金）までに履歴書を下記 
　　　　　まで持参または郵送してください。持参の場合 
　　　　　の受付は9時から17時までにお願いします　
　　　　　（正午から13時および土日祝祭日は除く）。　　
　　　　　郵送は2月12日（金）の消印有効。 
試 験 日　平成22年3月7日（日）(詳細は後日通知します。） 
試験内容　作文及び面接試験 
送 付 先　〒787－0392　土佐清水市天神町11－2 
　      　　土佐清水市総務課人事係 
　　　　　電話0880－82－1111（内線213） 

施設の名称　うすばえ桜公園 
申 込 期 間　平成22年2月1日（月）～ 
　　　　　　　平成22年2月15日（月）土・日・祝日は除く 
お問合せ先　土佐清水市農林業振興課林業振興土木係　℡82-1115

うすばえ桜公園 
指定管理者の募集 
うすばえ桜公園 
指定管理者の募集 
うすばえ桜公園 
指定管理者の募集 

募 
集 

募 
集 

非 常 勤 職 員 募 集 

　土佐清水市役所では、うすばえさくら公園の管理
運営を行う指定管理者を募集します。希望者は、下記の申
込期間内に必要書類を農林業振興課に提出して下さい。
詳細につきましては、市役所玄関前の掲示板に掲示して
ありますのでご覧ください。 

足
摺
の
叫
び

足
摺
の
叫
び 
足
摺
の
叫
び 

起 起 起 
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●勤務内容：しおさい入園者の看護・介護 

●職　　種：臨時職員 

●資 格 等：看護師　准看護師・正看護師取得者 

　　　　　　介護員　介護福祉士・2級ヘルパー取得者 

●年　　齢：概ね45歳まで 

●就業時間：看護師　9：00～17：45（休憩時間：60分） 

　　　　　　介護員　9：45～18：30（休憩時間：60分） 

　　　　　　※ただし勤務時間については相談に応じます。 

●賃　　金：看護師　9,600円／日 

　　　　　　介護員　7,100円／日 

●募集人員：各１名 

●受付期間：随時受付 

●申込方法：履歴書を「しおさい」まで提出して下さい。 

詳しくは「しおさい」までご連絡ください。 

（８２－８３１９） 

【あなたの笑顔が見たいから】 

募 
集 

しおさい看護師・介護員の募集 

一
本
釣
り 

TOSASHOKUTOSASHOKU
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土
佐
清
水
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一
本
釣
り
宗
田
鰹
使
用 土佐食株式会社 

高知県土佐清水市三崎543 
ＴＥＬ0880（85）1515

☎（86）0106 

☎（82）2248 

☎（85）0153 

☎（82）0520 

☎（88）0144

下 川 口 保 育 園  

浦 尻 保 育 園  

三 崎 保 育 園  

旭 保 育 園  

足 摺 岬 保 育 園  

2月 5日（金） 

2月 1 0日（水） 

2月 1 0日（水） 

2月 1 6日（火） 

2月 1 7日（水） 

園　　　名 実　施　日 

2月 2日（火） 

2月 4日（木） 

2月 9日（火） 

2月 1 8日（木） 

2月 2 3日（火） 

2月 2 5日（木） 

内　　　容 実　施　日 

保育園に 
あそびにきませんか 

園 庭 開 放 (時間：9:30～11:30)

子育て支援センター「どんぐりっこ」 
　　　　　　　　　(時間：9:30～11:30)

豆 ま き  

絵 本 を 楽 し も う  

お や こ 広 場 　 ほ ほ え み  

お ひ な さ ま を 作 ろ う  

ほ っ と タ イ ム  

豆 ま き  

 

お 誕 生 会 　 人 形 劇  

 

お ひ な さ ま を 作 ろ う  

2 月 3 日 ( 水） 

2月 1 0日（水） 

2月 1 7日（水） 

2月 2 4日（水） 

内　　　容 実　施　日 

子育て支援センター 

　　　「どんぐりっこ下ノ加江」 
　　　　　　　　　(時間：9:30～11:30)

貝の川集会所（郷） 

大浜区長場 

2月 1 2日（金） 

2月 1 9日（金） 

内　　　容 実　施　日 

おでかけ広場(時間：午前10:00～11:30) 

※2月の 「おやこ広場　ほほえみ」 は、1日、8日、 
　15日、22日です。 

☆お問い合わせ☆ 
子育て支援センターどんぐりっこ 
開館日　月曜日から金曜日 

午前9時から午後12時　午後1時から午後4時まで 
浜町6-22　清水保育園内　 Tel(83)0033

2月の予定 

ぴよぴよクラブ　絵本となかよし 

ぴよぴよクラブ　おひなさまを作ろう 

2 月 5日（金） 

2月 1 0日（水） 

2月 2 6日（金） 

下川口保育園 

三崎保育園 

子育て支援センター「どんぐりっこ」 

実　施　日 場　　　　　所 

2月の日程は、下記の通りです。（時間：午前10:00～11:00） 

健康推進課保健指導係　☎(82)1111

※母子手帳とバスタオルをご持参ください。 
　困っていること、心配な事などなんでも相談して下さい。 

育児相 談  

日　程 

2月23日(火)

締  切  日 

2月18日(木)

時　間 

午後1:30～ 
3:00

場　所 

幡多福祉保健所 
四万十市中村山手通り19

心の健康相談 
ひとりで悩んでいませんか？ 
お気軽にご相談ください。 

※土佐清水市内での出張相談を行う場合もありますので、
　お申し込みの時にご相談ください。 
　出張相談の場合は、午後2時～3時30分まで 
 
・申込が多数の場合は、次回になることもありますので
　ご了承ください。 
・保健師・相談員による相談は、随時受け付けています。 

精神科医師による 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
幡多福祉保健所　健康障害課　☎ 0880(34)5124

相談医：精神科嘱託医  

２ 29 22

健康・福祉 



☆２月10日(水) 
 
 
 

☆２月12日(金) 
 
 
 

☆２月15日(月) 
 

☆２月16日(火) 
 
 

☆２月18日(木)

13：00～13：40 
14：00～14：20 
14：30～14：50 
 
10：45～11：00 
11：40～12：00 
14：30～14：45 
 
10：50～11：10 
 
10：30～10：50 
11：00～11：15 
 
15：30～15：50

足 摺 岬 区 長 場  
大 浜 区 長 場  
中 浜 区 長 場  
 
貝ノ川浦（漁港付近） 
三 崎 浦 区 長 場  
上 野 区 長 場  
 
津 呂 区 長 場  
 
長 　 　 笹  
下　　浦（漁港内） 
 
大岐福祉センター 

◎天候により日程が変更になる場合があります。 
◎場所がわからない時はお問い合わせください。 

＜２月の移動図書館巡回予定＞ 
(区長場分のみ掲載しています)

図 書 館 

市民文化会館 ☎82-3300文化会館 

　乳幼児と保護者を対象とした図書館中庭の親子ふれあいコーナー「ひだまり 
ハウス」が、いよいよオープンします。 
　赤ちゃん向きの絵本を取り揃え、たくさんのご利用をお待ちしています。 
ぜひ親子でお越しください。 
○開館日：図書館に準ずる ○利用時間：午前10時～午後4時 
○利用対象：乳幼児とその保護者 
☆しみず子ども読書活動応援隊主催により様々な催しを行います。 

・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ　その１　　2月7日(日)　午前10時～11時 
　　　自然を感じる絵本の読み聞かせとこぐま座人形劇「かえるくんはめいたんてい」 
・ｲﾍﾞﾝﾄその２　　2月16日(火)　午後4時～5時 
　　 絵本のおはなしと庭の植物観察 
・ｲﾍﾞﾝﾄその３　　2月27日(土)　午後2時～3時 
　　　ﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑ ～ｹﾞｰﾑを通して自然の不思議やしくみを学ぼう～ 

※ｲﾍﾞﾝﾄ2と3は、申込みが必要です。(対象：幼児～小学生 親子参加歓迎 定員15名)

☆親子ふれあいコーナー「ひだまりハウス」オープン ☆親子ふれあいコーナー「ひだまりハウス」オープン 

○手芸で冬を楽しむ本　　2/1～2/18図書の展示  図書の展示  

21年度の読書王は3月9日(火)で終了します。この日までに借りた本で読書王に 
なった小学生には、ﾊﾞｯｼﾞﾎﾙﾀﾞｰを進呈します。あと少し、がんばってください。 

☆読書王目指して、がんばれﾗｽﾄｽﾊﾟｰﾄ！ ☆読書王目指して、がんばれﾗｽﾄｽﾊﾟｰﾄ！ 

2月7日（日）午前10時より 2月7日（日）午前10時より 

一  般  図  書 
子どもたちの遺言 
カラーひよことコーヒー豆 
遥かなる水の音 
めくらやなぎと眠る女 
ヘヴン 
簒奪 
ハッピー・リタイアメント 
SOSの猿 
静人日記 
夜のだれかの玩具箱 
司馬遼太郎リーダーの条件 
ぼくらの頭脳の鍛え方 
あったかおいしいスープごはん 
節約の王道 
脳卒中リハビリガイド 
体温を上げると健康になる 
まごころの介護食 
岩崎弥太郎不屈の生き方 
鎮守の森は今 
忘却の整理学 
現代用語の基礎知識2010 
100人の心に響いた絵本100  

児  童・中  高  生  図  書 
14歳からの社会学 
世界を信じるためのメソッド 
坂本龍馬（小学館版学習まんが人物館） 
ゲゲゲの鬼太郎と妖怪ドライブ 
100の知識地球のすがた 
ｻｲｴﾝｽｺﾅﾝ七変化する水の不思議 
どうやってねるのかな 
虫はごちそう！ 
(他多数)  
 
市民図書館のすべての蔵書はホームページからも検索で
きます。 
アドレス　http://shimintosho.city.tosashimizu.kochi.jp/

 
谷川　俊太郎 
小川　洋子 
村山　由佳 
村上　春樹 
川上　未映子 
上田　秀人 
浅田　次郎 
伊坂　幸太郎 
天童　荒太 
あさの　あつこ 
半藤　一利他 
立花　隆・佐藤　優 
東條　真千子 
林　望 
学研 
齋藤　真嗣 
中山　れいこ 
武田　鏡村 
竹内　荘市 
外山　滋比古 
自由国民社 
平凡社 
 
 

宮台　真司 
森　達也 
川口　素生 
水木　しげる 
ﾋﾟｰﾀｰ・ﾗｲﾘｰ 
青山　剛昌 
やぶうちまさゆき 
野中　健一 

市民図書館新着図書  

お申し込み・お問い合わせ　市民図書館  (82) 4151

■
２
月
６
日（
土
） 

　
映
画 

「
子
連
れ
狼 

三
途
の
川
の
乳
母
車
」 

　
開
　
演
　
①
午
後
２
時
　
②
午
後
７
時 

　
入
場
料
　
前
売
１，
０
０
０
円 

　
　
　
　
　（
※
当
日
：
１，
３
０
０
円
） 

　
主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず 

　
共
　
催
　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会 

 

■
２
月
12
日（
金
） 

　
平
成
21
年
度
”
こ
こ
ろ
の
劇
場
“
劇

　
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
は
だ
か
の

　
王
様
」 

　
開
　
演
　
午
後
２
時 

（
※
開
場
：
午
後
１
時
30
分
） 

　
入
場
料
　
市
内
全
小
学
生
対
象
貸
切

　
　
　
　
　
公
演（
※
一
般
入
場
不
可
） 

　
主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず 

　
共
　
催
　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会 

 

■
２
月
14
日（
日
） 

　
第
42
回 

あ
し
ず
り
駅
伝
大
会 

　
開
会
式
　
午
前
９
時 

　
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
体
育
協
会
・ 

　
　
　
　
　
あ
し
ず
り
駅
伝
大
会
実
行 

　
　
　
　
　 

委
員
会
・
高
知
新
聞
社 

　
共
　
催
　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会 

 

■
２
月
28
日（
日
） 

　
医
療
と
介
護
の
連
携
を
考
え
る 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
開
　
演
　
午
後
１
時 

　
入
場
料
　
無
　
料 

　
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
の
地
域
医
療 

　
　
　
　
　
の
連
携
を
考
え
る
会
議 

 
◆
２
月
の「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
」

一
般
無
料
開
放
日 

■
２
月
16
日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
利
用
希
望
者
は
文
化
会
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ＮＰＯとさしみず事業 ＮＰＯとさしみず事業 

■月　日：平成22年2月6日（土） 
■主　催：ＮＰＯとさしみず 
■共　催：土佐清水市教育委員会 
■開　演：①昼の部/午後2時 
　　　　　　（※開場：午後1時30分） 

　　　　　②夜の部/午後7時 
　　　　　（※開場：午後6時30分） 

■場　所：土佐清水市立市民文化会館 
　　　　　くろしおホール 
■入場料：前売前売1，000円（※当日（※当日：1，300円）円） 
■お問い合わせ 
　　市民文化会館　0880－82－3300

■月　日：平成22年2月6日（土） 
■主　催：ＮＰＯとさしみず 
■共　催：土佐清水市教育委員会 
■開　演：①昼の部/午後2時 
　　　　　　（※開場：午後1時30分） 

　　　　　②夜の部/午後7時 
　　　　　（※開場：午後6時30分） 

■場　所：土佐清水市立市民文化会館 
　　　　　くろしおホール 
■入場料：前売1，000円（※当日：1，300円） 
■お問い合わせ 
　　市民文化会館　0880－82－3300

☆原作・小池一雄、劇画・小島剛夕のコンビによる『漫画アク
ション』連載『子連れ狼』の映画化第二作目。若山富三郎主演。 

「
漫
画
で
満
腹
シ
ネ
マ
の
食
堂
」参
加
作
品 

映画 

子 

連 

れ 

狼 

三
途
の
川
の
乳
母
車

三
途
の
川
の
乳
母
車 

映画 

子 

連 

れ 

狼 

三
途
の
川
の
乳
母
車 
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文 芸 

日 月 火 水 木 金 土 

カレンダー 
2月 

市役所予定 上段 

中段 

下段 

文化会館情報 

図書館 

犬猫保護(市役所環境課)

犬猫保護(市役所環境課)

14：00

14：00

14：00

11：00

11：00

11：00

10:00

10：00行政相談(市役所市民室)

10：00年金相談(市役所市民課)

紙芝居 

読み聞かせ 

ﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑ 

11：00読み聞かせ 

親子ふれあいｺｰﾅｰｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ 

休　　館 休　　館 休　　館 休　　館 休　　館 休　　館 

ﾐｭｰｼﾞｶﾙ 「はだかの王様」 

休館・特別図書整理週間 休　　館 

映画 「子連れ狼 三途の川の乳母車」 

祝日休館 

紙芝居 英語の絵本読み聞かせ  16:30

英語の絵本読み聞かせ  16:30

絵本のおはなしと植物観察  16:00

じんべえ市 

第42回 あしずり駅伝大会 

医療と介護の連携を考えるｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

３
　
　
　
　
　
10
　
　
　
　
　
17
　
　
　
　
　
24
　
 

６
　
　
　
　
　
13
　
　
　
　
　
20
　
　
　
　
　
27
 

２
　
　
　
　
　
９
　
　
　
　
　
16
　
　
　
　
　
23
 

５
　
　
　
　
　
12
　
　
　
　
　
19
　
　
　
　
　
26
 

４
　
　
　
　
　
11
　
　
　
　
　
18
　
　
　
　
　
25
 

７
　
　
　
　
　
14 
　
　
　
　
　
21 
　
　
　
　
　
28
 

日時：2月16日（火）　午前9時～午後5時 

※利用希望者は文化会館までお問い合わせください。 

☆2月の「スタインウェイピアノ」一般無料開放日 

１
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
15
　
　
　
　
　
22
 

お　願　い 

の
　
す
い 

せ
ん 

し
ぎ
　
た 

ひ
　
が 

た 

あ
た
ま 

か
い  

ど
う 

の
　
　
じ
　
ぎ
く 

つ 

い
と 

み
さ
お 

み
き 

ま
ん
り
ょ
う 

お
こ
た の 

　
俳
　
　
句 

保
育
所
の
跡
の
靜
け
さ
野
水
仙 

下
ノ
加
江
　
宮
崎
宇
佐
美 

残
り
菊
色
そ
れ
ぞ
れ
に
畑
岸 

布
　
岡
部
　
啓
子 

着
ぶ
く
れ
て
バ
ス
待
つ
人
の
立
話 

布
　
西
山
　
誠
子 

立
て
札
見
笑
顔
で
急
ぐ
冬
遍
路 

布
　
野
並
　
豊
美 

鴫
翔
て
り
干
潟
に
続
く
足
の
跡 

布
　
桧
垣
由
喜
恵 

男
勝
り
の
土
佐
の
女
や
石
蕗
の
花 

加
久
見
新
町
　
岡
本
　
　
尚 

昼
下
が
り
山
影
せ
ま
り
冬
の
庭 

布
　
川
村
美
代
香 

帰
り
た
る
神
に
小
さ
き
願
ひ
ご
と 

中
　
浜
　
渡
辺
　
初
雄 

さ
ぎ
り
立
つ
清
水
の
街
に
光
有
り 

母
　
娘
　
鳥 

ひ
ら
め
き
を
忘
れ
て
な
ら
ん
頭
あ
れ 

上
　
野
　
野
村
　
綾
子 

海
道
の
崖
に
野
路
菊
な
だ
れ
咲
く 

三
　
崎
　
小
南
　
綾
子 

胸
躍
る
チ
ョ
コ
に
表
わ
る
深
い
愛 

竜
　
串
　
浜
平
由
美
子 

落
椿
踏
む
ま
じ
花
は
生
き
て
い
る 

小
江
町
　
形
岡
　
幸
子 

風
邪
気
味
の
母
は
着
ぶ
く
れ
日
向
ぼ
こ 

三
　
崎
　
上
田
み
つ
え 

夕
焼
け
の
師
走
の
空
に
昼
の
月 

三
　
崎
　
平
野
寿
栄
喜 

春
を
告
ぐ
新
成
人
に
幸
あ
れ
と 

栄
　
町
　
岡
本
　
英
香 

元
日
の
ダ
ル
マ
夕
日
や
目
に
留
む 

足
摺
岬
　
の
　
ぎ
　
く 

　
短
　
　
歌 

か
る
た
取
り
羽
子
板
つ
き
も
凧
あ
げ
も 

世
の
移
ろ
い
に
夢
と
消
え
し
も 

布
　
橘
　
　
光
子 

誕
生
日
仲
良
き
三
名
同
じ
月 

笑
顔
に
誓
う
新
年
の
道 

本
　
町
　
浦
岡
　
輝
子 

佐
渡
わ
よ
い
国
な
き
人
も
住
み
つ
い
た 

妻
の
愛
情
心
の
操 

松
　
尾
　
久
能
　
澄
江 

初
漁
や
火
気
立
つ
海
に
出
船
せ
し 

大
漁
願
ふ
つ
ぼ
や
の
神
さ
ん 

以
布
利
　
畠
中
　
類
子 

元
日
は
友
等
と
集
い
里
の
家 

ゲ
ー
ム
楽
し
く
幼
と
な
り
て 

三
　
崎
　
依
岡
　
里
美 

な
つ
か
し
い
い
と
こ
同
志
で
花
咲
せ 

一
夜
を
過
す
土
佐
の
宿 

下
ノ
加
江
　
白
　
　
　
鷺 

干
し
魚
我
が
子
の
よ
う
に
愛
し
手
に 

寒
を
忘
れ
し
友
は
精
出
す 

旭
　
町
　
中
村
　
永
子 

南
天
の
幹
に
よ
り
そ
い
万
両
の 

赤
き
実
か
が
や
く
銀
世
界
の
あ
さ 

加
久
見
新
町
　
二
神
　
若
榮 
 

　
川
　
　
柳 

師
の
教
え
日
々
怠
ら
ず
あ
せ
ら
ず
に 

下
ノ
加
江
　
村
　
一
　
人 

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
君
は
か
わ
い
い
よ 

下
川
口
　
井
上
美
由
亀 

豆
ま
き
の
恥
じ
ら
い
声
に
子
が
笑
う 

竜
　
串
　
浜
　
平
　
健 

グ
ラ
ス
置
き
次
に
呑
む
日
を
指
で
折
り 

元
　
町
　
だ
れ
・
弥
助 

　
今
か
ら
十
五
年
前
、
早
朝
の
近
畿
地

方
を
大
き
な
揺
れ
が
襲
い
ま
し
た
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、清
水
で
も
若
干

の
揺
れ
を
感
じ
た
こ
の
大
き
な
地
震
で

は
、多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
時
あ
る
雑
誌
に
載
っ
た
ひ
と

つ
の
小
さ
な
投
稿
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
神
戸
で
働
く
消
防
団
員
の

方
が
投
稿
し
た
も
の
で
、
こ
の
地
震
に

よ
っ
て
半
壊
に
な
っ
た
自
宅
か
ら
や

っ
と
の
思
い
で
ケ
ガ
を
し
た
奥
さ
ん

を
助
け
出
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。 

　
家
が
半
壊
の
為
、
駐
車
場
の
車
に
奥

さ
ん
を
乗
せ
、
ケ
ガ
の
状
態
を
見
て
い

る
と
「
自
分
の
ケ
ガ
は
大
丈
夫
だ
か
ら
、

消
火
活
動
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と

奥
さ
ん
に
言
わ
れ
た
の
で
す
。
心
配
し

な
が
ら
も
奥
さ
ん
を
置
い
て
消
火
活

動
に
で
か
け
た
ご
主
人
は
、
休
む
間
も

な
く
、
消
火
救
出
作
業
に
明
け
暮
れ
、

２
日
後
一
時
帰
宅
し
ま
す
。 

　
し
か
し
奥
さ
ん
は
す
で
に
車
の
中
で
、

一
人
き
り
で
息
を
引
き
取
っ
た
あ
と

だ
っ
た
の
で
す
。 

　
こ
の
消
防
団
員
さ
ん
は
自
分
の
行
動

が
正
し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
葛
藤
し
、

自
分
の
腕
の
中
で
息
を
引
き
取
ら
せ
て

あ
げ
た
か
っ
た
、多
く
の
人
を
助
け
て
も
、

た
っ
た
一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
家
族

を
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
悔
や

み
自
分
を
追
い
つ
め
た
そ
う
で
す
。 

　
雑
誌
の
片
隅
に
載
っ
た
小
さ
な
記

事
で
す
が
、
１
月
17
日
を
迎
え
る
度
に

思
い
出
し
ま
す
。 

　
全
国
各
地
で
起
こ
る
災
害
、
そ
の
時

最
前
線
で
救
出
活
動
を
す
る
人
達
も

同
じ
被
災
者
で
あ
り
、
大
事
な
家
族
が

い
る
の
で
す
。
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
存
在
を
こ
の
記
事
に

よ
っ
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

人
は
い
つ
ど
ん
な
時
に
も
、
人
の
痛
み

を
感
じ
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
の
で
す
。 

　
こ
の
方
の
奥
さ
ん
や
６
，
０
０
０
人

を
超
え
る
亡
く
な
っ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

※
文
芸
作
品
は
、俳
句
・
短
歌
・
川
柳
に
限
り
そ
れ 

　
ぞ
れ
お
一
人
様
一
作
品
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

☆特別図書整理週間のお知らせとお願い☆ ☆特別図書整理週間のお知らせとお願い☆ ☆特別図書整理週間のお知らせとお願い☆ 

・期間中、所蔵資料の総点検のため休館とさせていただきます。 
・延滞図書、資料などをお持ちの方は、2月18日(木)までに返却して 
　ください。 

小学生の通学路に犬のフンが落ちていて子ども達が困っています。 
フンの持ち帰りは飼い主の義務です。 
子ども達が気持よく学校に通えるよう気をつけてあげましょう。 

2月19日(金)～2月26日(金)

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 
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日曜営業ガソリンスタンド 

2/　7（日） 

 

 

2/14（日） 

 

2/21（日） 

 

2/28（日） 

江口石油（大岐） 

福山石油（足摺） 

日新石油（三崎） 

久松石油（越前町） 

三浦石油（三崎） 

カネニ石油（旭町） 

安田石油（下ノ加江） 

仙石石油（下ノ加江） 

たけだ石油（元町） 

日新石油（三崎） 

2/　7（日） 

2/11（木） 

2/14（日） 

2/21（日） 

2/28（日） 

渭南病院 

松谷病院 

渭南病院 

松谷内科 

松谷病院 

越前町 

天神町 

越前町 

栄　町 

天神町 

☎82-1151 

☎82-0001 

☎82-1151 

☎82-1377 

☎82-0001

総数  

男 

女 

出生 

死亡 

世帯数 

16,786 

7,835 

8,951 

4 

27 

8,139

- 19 

- 11 

- 8 

- 0 

± 0 

- 3

前月比 

※当直医に変更がある場合があります。 
　電話等で確かめてから行きましょう。 

当 番 医 

発 行 

市民の動き 平成21年12月31日現在 

平成22年２月1日発行 

No.436 

土佐清水市企画広報室 

〒787-0392 

高知県土佐清水市天神町11-2 

ＴＥＬ：0880（82）1111 

ＦＡＸ：0880（82）2882 

E-mail：kikaku@city.tosashimizu.kochi.jp 

HP：http//www.city.tosashimizu.kochi.jp/

高知 

  ファ
イティ

ング 

　　　
　 ド

ッグス
 高知 

  ファ
イティ

ング 

　　　
　 ド

ッグス
 高知 

  ファ
イティ

ング 

　　　
　 ド

ッグス
 

　高知ファイティングドッグスは、

2007春季キャンプ以来、３度目の

来清！新春２月１日から２月９日

までの期間、昨年オープンした「土

佐清水総合公園多目的広場」でキャ

ンプを行います。昨年は、リーグチ

ャンピオンシップ総合優勝、グラン

ドチャンピオンシップで勝利し、独

立リーグ日本一に輝きました。２年

連続日本一、ドラフト指名をめざし

て懸命に取り組む、選手達に皆さん

の応援をお願いします。 
　 

お問い合わせ先　生涯学習課 

☎ 82-0472

　　　　 サイン会  午後4時30分 

 　　　　　場所  プラザパル 

独立リーグ優勝祝賀会・選手激励会 

　場所   みんぽう　　 午後６時 

　会費   5,000円 

歓迎式典  午前10時 

どなたでも参加できます。 

四国・九州アイランドリーグ 四国・九州アイランドリーグ 四国・九州アイランドリーグ 

春季キャンプ 
in 土佐清水 
春季キャンプ 
in 土佐清水 
春季キャンプ 
in 土佐清水 

日 程…２月１日（月）～２月９日（火）　 
場 所…土佐清水総合公園多目的広場 

２ 
１ 月 

２ 
８ 月 


